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１．議事日程（令和４年第４回北広島町議会定例会）

令和４年１２月１４日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

一般質問

≪参考≫

２．出席議員は次のとおりである。

３．欠席議員は次のとおりである。

な し

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

日程第１ 一般質問

佐々木 正 之

宮 本 裕 之

有害鳥獣被害対策事業について

①「北広島町農山村体験」今後の課題を問う

②建設業の今後と建設技術者の育成支援を問う

伊 藤 淳

服 部 泰 征

亀 岡 純 一

①帰ってきたい北広島町、子育てがしたい町になるために

②町民の生活に根差す公共施設の存続について

生活しやすい環境を目指して

財政健全化への取組を問う

１番 亀 岡 純 一 ２番 伊 藤 立 真 ３番 敷 本 弘 美

４番 中 村 忍 ５番 佐々木 正 之 ７番 美 濃 孝 二

８番 梅 尾 泰 文 ９番 伊 藤 淳 １０番 服 部 泰 征

１１番 宮 本 裕 之 １２番 湊 俊 文

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 畑 田 正 法 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 槇 原 ナギサ 大朝支所長 沼 田 真 路 豊平支所長 細 川 敏 樹

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 川 手 秀 則 財政政策課長 国 吉 孝 治

管 財 課 長 高 下 雅 史 まちづくり推進課長 矢 部 芳 彦 税 務 課 長 植 田 優 香

町 民 課 長 大 畑 紹 子 福 祉 課 長 芥 川 智 成 保 健 課 長 迫 井 一 深

農 林 課 長 宮 地 弥 樹 商工観光課長 中 川 克 也 建 設 課 長 竹 下 秀 樹

上下水道課長 寺 川 浩 郎 消 防 長 日 田 靖 成 学校教育課長 植 田 伸 二

生涯学習課長 小 椿 治 之 会計管理者 細 居 治 管財課長補佐 辰 川 勝 則
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５．職務のため議場に出席した事務局職員

議会事務局長 三 宅 克 江 議会事務局 田 邉 五 月

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） おはようございます。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議場

内においても原則マスクを着用することとしております。マスクをしたままで議事進行させて

いただきます。質問並びに答弁を行う際もマスクをしたままで結構ですので、マイクを立てて

から、はっきりと発言してください。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ただいまの

出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。本日

の議事日程は、お手元に配付したとおりです。ここで昨日の一般質問、学校教育課長より発言

の申し出がありますので、これを許します。学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 昨日、美濃議員の学校給食費に関するご質問への答弁に誤りがあり

ましたので、学校教育課より訂正の申し出をお願いします。答弁の中で、給食費が公債権であ

ると答弁しましたが、正しくは私債権でありました。地方自治法上、給食費は私債権であり、

公会計化後の給食費債権につきましては、条例、規則等に則り、町が管理してまいります。恐

れ入りますが、訂正をお願いいたします。

○議長（湊俊文） 次に生涯学習課長より発言の申し入れがありますので、これを許します。生涯

学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 昨日、中村議員の放課後児童クラブの民間委託に関するご質問への

答弁に誤りがございましたので、生涯学習課より訂正の申し出をお願いいたします。答弁の中

で、委託費の中で、人件費を含む割合は約９８％と答弁いたしましたが、正しくは約８４％で

ありました。恐れ入りますが、訂正をお願いいたします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

○議長（湊俊文） 日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。質問時間は３０分です。質

問及び答弁においてはマイクを正面に向け、簡潔に行ってください。５番、佐々木議員の発言

を許します。

○５番（佐々木正之） ５番、佐々木正之です。さきに通告しておきました質問事項、有害鳥獣被

害対策事業について質問します。第２次長期総合計画の改訂版では、農業を支えるひとづくり、

安定して強くする農業環境の確立を目指すこととしています。９月の定例会において、近年多
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くなっている有害鳥獣被害対策事業について、主にきれいセンターの現状課題について質問し

ました。その後、ある女性の方から、３０歳ぐらいの方だと思いましたが、私はもうお嫁に行

きたいと。しかし、イノシシが出る地域には行きたくないという声をいただきました。私は即

座に答えることができませんでした。それで引き続き、有害鳥獣被害対策事業について質問し

ます。有害鳥獣被害対策の基本的な考えは駆除ではなく対策とされています。集落ぐるみで環

境改善対策、侵入防止、加害個体の捕獲の３点であると思いますが、事業についてどのような

対策があるのか、お伺いします。まず１つは、山際対策について質問します。鳥獣の里地にお

ける対策として、山際の景観設備が有効とされていますが、農地に接する山際対策として、バ

ッファゾーンの確保や里地に近づけない対策はどのようになっていますか。答弁ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 山際対策、いわゆるバッファゾーンの確保につきましては、里山林整備

事業で整備しております。里山の景観の向上のみならず、鳥獣が里山に住みにくい環境づくり

にも寄与している状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 回答いただきましたが、寄せつけないための誘因物、野生鳥獣の館となる

放任果樹の伐採や野菜の残留、ひこばえ、適切な管理指導や助言はどのようにされているか、

お聞きをしたいと思います。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） まずは農作物等に近づけないための先ほど議員が言われましたような対

策も重要でございます。これにつきましては研修会でありますとか、町の広報紙等で周知をし

ておるところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次にいきます。被害の傾向として、イノシシ、平成３０年度のことですが、

水稲６．３ｈａ、５９４万円、野菜２．６ｈａ、４２万円ほか、シカ、タヌキ等々の被害が出

ております。イノシシの場合は、作物でなく、年間を通して被害を及ぼしています。被害軽減

の目標はどのようになっているか、答弁ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） ２０２５年広島県農林水産業アクションプログラムに沿いまして、北広

島町令和４年度鳥獣被害対策プログラムを作成しております。被害目標といたしまして、鳥獣

被害対策実施隊によります捕獲活動を図るとともに、農業集団等に対しまして、きたひろ学び

塾電気柵設置研修会などを実施いたしまして、捕獲活動や防御体制の強化を目標としておりま

す。なお、県のアクションプランでは、野生鳥獣によります農作物被害額を令和元年度、現状

４億７６００万円を令和７年度の目標でございますけども、３億５０００万円としているとこ

ろでございます。また、北広島町の被害防止計画におきましては、令和４年度、イノシシを４

８０万円、シカ１６万円等の目標値を定めておりまして、この目標の実現に向けて取り組んで

いるところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） ２０２５の広島県農林水産業アクションプログラムに沿って、令和４年度

鳥獣被害プログラムを策定されると言われましたが、各団体の周知、強化策、今後どのように

されるのか。対策があればお聞かせください。
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○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） アクションプログラムにつきましては、特に公表しておりませんけども、

北広島町の鳥獣被害防止計画につきましては、ホームページ等で公表しているところでござい

ます。この具体的取組につきましては、まだまだ周知ができておりませんけども、この対策に

基づきまして、町の捕獲対策事業を取り組んでいるところでございます。また、学び塾等も取

組をしているところでございます。基本的には、この防止計画に基づきまして今後も取組を進

めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） そのアクションプログラムは、１５１ページにわたる資料が出ております。

鳥獣被害対策のことも書いてあるんですが、今までのことやら、これからの課題のこと、それ

から、これから目指す実現についての取組の方向性、３ページぐらいにわたって書いてありま

した。チェックシートも実は見つけました。被害対策チェックシートというのが１５項目添付

されておりました。急な質問ですが、これらを活用されることはありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 被害防止対策につきましては、県とも連携しながら取り組むところでご

ざいます。このチェックシートも活用しながら、町の被害防止計画に係る取組についても県と

も連携しながら取組を進めているところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次の質問にいきます。従来講じてきた被害防止対策、捕獲等に関する取組

として、１に、捕獲班及び農業者への捕獲の許可、２番として、囲いわなの設置の補助、３番

目に、箱わな設置の補助、４番目に有害鳥獣保護範囲による駆除、５番目に、捕獲保証金の支

払い等々があります。課題として挙げれるものは何か。また、捕獲活動支援事業、箱わな貸付

事業とは何かをお答えください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 現状の取組の課題につきましては、捕獲に関わる方の高齢化が一番の課

題ではないかというふうに考えております。また、捕獲活動支援事業としての箱わな貸付事業

でございますけども、これは地域や農業集団等によります捕獲活動を促すとともに、組織での

捕獲活動に対する支援を行うことによりまして捕獲体制の強化を図るものでございます。具体

的には移動式の捕獲おり、箱わなを２年間貸付をする事業を行っているところでございます。

以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 実は私も９月の定例会の後に箱わなの免許を取得いたしました。現在、地

域の方々の協力を得て箱わなの設置をしているところです。捕獲に対する取組で、猟銃免許の

取得者が減少、高齢化、次の担い手の育成はどのように考えているか、取組があれば、回答く

ださい。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 先ほども答弁しましたように、捕獲に関わる方の高齢化が重要で、一番

の課題であるというふうに考えております。そういった人材育成も必要ではないかというふう

に考えております。やはり地域ぐるみで、こういったわなを持った方がおられまして、わなを

持ってない方も含めて、地域の中で有害鳥獣対策をしていくことが一番の効果があるというふ
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うに考えまして、箱わな制度につきましても取り組んでいるところでございます。また、免許

を持ってない方につきましても、免許を持ってもらうことの取組といたしまして、学び塾等も

開催いたしながら、新たな担い手の確保にも取り組んでいるところでございます。また、併せ

て免許取得に対しましては、一部ではありますけども、支援をしているところでございます。

こういった取組を通じて、引き続き担い手の確保に取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 繰り返しの答えがあるかも分かりませんが、まだ１期目でございますので、

その点はご承知ください。近年増加する有害鳥獣の被害に対して対応が追いつかないという現

状があると思います。特にニホンジカは被害の拡大で、箱わなの確保が難しくなっていると聞

いております。その具体的な対策があれば答弁いただきたいと思います。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 近年なかなか箱わなに入らないというような声も聞いているところでご

ざいます。その対策としまして、やはり適正な箱わなの設置というとこも重要であるというふ

うに考えております。そういった背景もございまして、本年８月から鳥獣対策専門員を農林課

のほうに配置いたしまして、そういったアドバイスができる体制づくりを本年度から進めてお

ります。まだ専門員につきましては研修の段階ではございますけども、様々な研修、県の開催

いたします研修等にも参加いたしまして、スキルを向上しながら、また地域の方とお話をしな

がら、こういった取組が必要ですよというところを今取り組んでいるところでございます。そ

ういった適正なわなの設置というところの支援も行いながら、捕獲対策についても取組を進め

ていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次の質問にいきます。防護柵の設置等に関する取組についてお聞きをした

いと思います。まず、１つ目は、電気柵等の侵入防止柵の設置の補助、集落営農組合、法人等

による大規模な柵等の設置が奨励というか、進んでいると思いますが、これらの課題としては、

どういうようなことがあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 防護柵の課題でございますけども、有効な設置方法と、物価上昇に伴い

ます柵の高騰等が一番の課題というふうに考えております。柵の設置方法につきましては、先

ほども答弁いたしましたように、鳥獣対策専門員とともに設置方法の技術的指導を行っていき

たいというふうに考えております。また、柵の高騰につきましては、今後の状況を踏まえなが

ら、いろいろ検討していきたいというふうに考えておるところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） ２つ目に侵入防止対策で、金網設置の補助金の単価拡充というのを要望を

聞きました。これの検討はなされているでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 金網につきましても、そういった声を聞いておるとこも把握しておりま

す。先ほど答弁いたしましたように、この高騰対策につきましては、財政状況を鑑みながら検

討していきたいというふうに考えております。併せまして、有害鳥獣対策には、地域ぐるみで

の防護柵等の設置が有効であります。侵入防止対策としましては、この事業の活用につきまし
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ては、中山間地域直接支払交付金でありますとか、多面的支払交付金事業の活用の取組も可能

な状況でございます。また、有効に活用されている地域もありますので、そういった取組、地

域の紹介等も含めながら、今後とも推進していきたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 中山間直接支払交付金、多面的支払の活用、お聞きをしようと思いました

が、先に答弁をいただきましたので、具体的な事例というか、集団等にこの場ではなかなか紹

介は難しいと思いますが、そういうのはどういう周知をされるかお聞きをしたいと思います。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 特に千代田地域におかれましては、集落ぐるみで山を囲まれまして、そ

の費用として中山間地域直接支払交付金等活用されている地域もございます。そういった取組

につきまして、周知はまだまだできておりませんけども、そういった周知も必要というふうに

考えておりますので、今後行います研修会等では、そういったところの周知もしていきたいと

思っておりますし、専門員さんもそこの地域に派遣いたしまして、どういった取組をしたかと

いうとこにつきましても、一緒になって学ばせてもらいたいというふうに考えております。以

上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次にいきます。今後の課題としての取組の質問をします。被害軽減のため

の防護柵等による農作物の防御、有害鳥獣の捕獲、里山の刈り払いや餌場の除去等の集落環境

整備の取組を総合的に実施する必要があると思いますが、対策について、防護柵について、捕

獲について、集団環境についての３点をこれからどのようにしていくかを答弁いただきたいと

思います。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） ３つの対策をどのようにしていくかの質問でございますけども、まず、

１つ目の防護柵につきましては、鳥獣対策専門員と連携しながら、効果的な設置方法でありま

すとか、管理方法の技術指導を行っていきたいというふうに考えております。捕獲につきまし

ては、加害個体は、山に帰らずに里山に住みついているような状況でございますので、農作物

に被害を及ぼします加害個体につきましては、適正に捕獲をしていきたいというふうに考えて

おります。それから集落環境整備につきましては、令和５年度より広島県が実施いたします補

助事業であります野生鳥獣による生活環境被害防止対策事業の取組を現在検討しております。

具体的な事業概要につきましては、放置されたままのカキやクリなどの未利用果樹等の対策、

いわゆる伐採等の対策でありますとか、野生鳥獣の対応方法に関する地域住民への理解を深め

る普及啓発などの取組について支援を県と一緒にこの事業を活用しながら、来年度取り組んで

いくことを今検討しておるところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） ３番目の集落全体で意識改革が必要だと答弁されました。野生鳥獣による

生活環境の被害防止策、具体的な取組もどのように発信させていくか、現状で考えがあれば、

お聞かせください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） この事業につきましては、県が新たに取り組むものでございまして、町

としても、その事業に一緒になって取り組むことによって、野生鳥獣によります生活環境の被
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害防止の対策を地域と一緒になってやっていきたいと思っております。まだ、予算の要求段階

でございますので、細かいところは、まだ今から県とも詰めていきたいと思っておりますけど

も、この事業を活用しながら、地域の中で放置されたままのカキやクリ、このものがあります

と、例えばクマがそこに寄ってきたりして被害が拡大することもございますし、いわゆる残渣

でありますとか、そういったものにつきましても野生鳥獣が近づいてくるようなことがありま

すので、そういった普及活動につきましても、この事業活用しながら積極的に取り組んでいけ

ればというふうに考えているところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次の質問にいきます。北広島町鳥獣対策専門員について質問します。先ほ

ど少し述べられましたが、令和４年度８月から鳥獣対策専門員を配置されておりますが、実質

どのような業務をされているのか、回答ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 令和４年度８月から鳥獣対策専門員を農林課に配置いたしまして活動を

行っております。現在は、県の実施いたします研修会等に積極的に参加をして、技術の習得等

をしてもらっております。また併せまして、被害対策に取り組む地域でありますとか集落、生

産組織等へ訪問し、技術支援等も行っている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 期間は短いんですが、これまでの期間に被害防止対策に取り組む地域、生

産組合等に指導、助言の実績があれば、回答ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 現在までに町内４か所におきまして現地調査、あるいは技術指導相談業

務を行ったところでございます。具体的には、大朝地域で２地区、千代田地域で２地区行って

いるところでございます。今後とも要望がある地域には積極的に訪問いたしまして、取組支援

を行っていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 確認をさせていただきました。次に、平成１９年に制定された鳥獣被害防

止対策特別設置法により鳥獣被害対策隊を設置することができ、国の財政支援として、市町が

負担する実施隊の活動経費に対して特別交付税が８割ほど交付されるとお聞きしましたが、活

用はされていますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 鳥獣対策専門員につきましては、現在、会計年度任用職員として任用し

ております。特別交付税を活用するためには鳥獣被害対策実施隊として位置づけまして、かつ

猟友会におきまして、賃金の規定等のルールづくりが必要でございます。このため、現在のと

ころは会計年度任用職員というところで交付税の対象とはしておりません。また、広島県にお

きましても今のところ活用の事例はございません。その他の経費につきましては、北広島町鳥

獣被害防止計画に基づきます柵でありますとかわな等の設置等のいわゆる単独町費の部分につ

きましては、算入経費というところで、毎年特別交付税の対象経費の算入経費としまして財政

政策課のほうに報告をしている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 特措法の確認ですが、現在活用されていないということですね。鳥獣被害
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対策の実施隊の位置づけ、これと猟友会においての賃金の規定のルールづくりがなかなか難し

いということだろうと思います。次にいきます。特措法は、現場に最も近い行政機関である市

町が中心となって被害防止のため総合的な取組を主体的に行うことが規定されていますが、そ

の対策はいかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 被害対策に取り組む地域に積極的に訪問いたしまして、課題の共有と効

果的な取組を行っております他地域の事例の共有を行います。また先ほど言いましたように、

北広島町鳥獣被害防止計画に基づきまして捕獲、侵入防止対策の取組を進めていきたいという

ふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次の質問ですが、関係市町との協力の取組はありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 関係市町との協力体制につきましては、隣接市町と連携いたしまして、

活動できる体制づくりを広島県の農林水産局、農業技術課鳥獣対策担当とも進めている状況で

ございます。また、安芸高田市でありますとか安芸太田町とは意見交換等もしている状況でご

ざいます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次にいきます。イノシシ、シカ等の農作物被害実態や対策の実施状況、集

落等実態調査を参考にして対策に取り組むお考えはありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 鳥獣被害対策に係ります集落等実態調査を活用いたしまして、町内で研

修会を実施しております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 研修会参加のみの知識で、地域で共有には広がってないことがあるのでは

ないかというふうに思っておりますが、その点はいかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） これまでも研修会を開催してきましたけども、これまでの対策と課題と

いたしましては、研修会といたしまして、鳥獣被害対策と防護柵の設置講習会を実施しており

ますけども、研修参加者のみの知識となりまして、なかなか地域への広がりがないことが大き

な課題ではないかというふうに考えております。また、集落実態調査等も毎年度実施しており

ますけども、調査結果と対策が結びつけられていないというふうな状況の課題もございます。

これらの課題の解決に向けまして、県とともに調査票によります研修会参加集落で鳥獣被害に

悩む集落を抽出いたしまして、環境改善などの１５項目の結果を分析するとともに、分析結果

に基づく研修会の実施を現在計画しているところでございます。本年度につきましては、令和

５年２月実施の予定で、現在企画を進めている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 今年度については、５年の２月に研修会が開かれると承知をしました。こ

れも農業に携わっている方々に積極的に参加を促すのが議会、または行政の役目ではないかと

思いますが、どのようにして多くの参加者を呼ばれるか、現時点でお考えがあれば、お聞きし

たいと思います。
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○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 集落実態調査につきましては、昨年度までは限られた集落でしか実態調

査は行っていませんでしたけども、本年度につきましては、中山間地域直接支払交付金の協定

集落、全集落協定にアンケートを配布したところでございます。現在、その結果に基づきまし

て、先ほど言いました１５項目の結果を今県のほうが分析しているところでございます。また

県とも連携しながら、今具体的な研修会の内容等を詰めていく予定にしておりますので、また

決まりましたら、一応２月の実施予定でございますけども、アンケート取りました各集落協定

等に周知をしていければというふうに思っております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 次の質問にいきます。今後、生息状況の調査や集落等実態調査、有効に活

用して被害対策を取り組んでいくことが必要だと思いますが、これの対策はどのようになさっ

ておるでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 生育状況調査につきましては、１０月より１か月間、千代田地域の南方

地区の一部におきまして、広島県とともにカメラの設置、誘引によります捕獲、捕獲後の調査

に取り組んでおります。調査結果につきましては、現在分析中の状況でございます。集落実態

調査につきましては、先ほど言いましたように、研修会と調査結果をリンクさせる仕組みづく

りを県と今現在進めている状況でございます。農業者の被害軽減実感率の向上に向けて取り組

んでいきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 千代田地域の南方の一部において調査結果をやられたことを確認しました。

現在分析中とお聞きしましたが、公開するのか研修会等で報告するのか、現在のお考えを回答

ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 現在は、また県と協議しながら検討していきたいと思っております。デ

ータ等につきましては、まだ現在、県のほうが分析等いたしておりますので、その結果に基づ

きまして、どういった内容のものなのか、どういった研修をしていければいいのかにつきまし

ては、また県と相談しながら、また２月に予定しております研修会等で公表するのかどうかに

つきましても、また今後協議していきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 最後の質問ですが、今後の対策として、１番目にイノシシ、シカ等の処分

場の問題、設備、設置の検討はどのようにされているか、お答えください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 処分場の質問でございますけども、現在きれいセンター、町民課環境管

理係とともに先進地の視察でありますとか、そういった情報の把握、それから処理方法等の検

討しておる状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 先進地の視察は具体的に考えておられますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 本年度の秋に先進地の視察も計画しておりますけども、コロナ禍の状況
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ということで見合わせたところでございます。今年度１０月に鳥取市でありますとか藤枝市で

処分施設を導入されている会社等が来られまして、内容等の説明を受けまして意見交換であり

ますとか、そういったことを行っているところでございます。また、状況を見ながら、先進地

の視察等につきましては検討していきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 猟友会のメンバーに加えていただいて２か月余りなんですが、捕獲をしま

しても処分をするわけですが、本来の基本的なことは、土の中に埋める、それからジビエ活用

するというようなことが地域によってはいろいろ考えられておりますけど、捕獲して内臓とか、

そういうのはもう捕獲の頭数が多いためになかなか土地に埋められないというような状況が続

いております。きれいセンターに持っていけば処分をしていただけるというふうにもお聞きし

ておりますが、それには金額がかかる、それから大量の頭数を持っていくと、きれいセンター

のほうでも時間がかかるというのは９月議会でも報告をいただいたところです。すぐにはいろ

んな絡みもありますでしょうから、できないと思いますが、現状としては、そういうふうな危

機感に迫ってることだと思います。できるだけ早急に検討していただきたいというふうに思っ

ております。それのお考えはありますか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 駆除した後の処分、現在は埋設等の処理をしてもらっておりますけども、

なかなかその埋設する場所がだんだん少なくなってきているような声も聞いている状況でござ

います。設備につきましては、導入に対しましては、国の補助金等の活用も可能であるという

ふうには聞いている状況でございます。ただ一番の、先日１０月との業者との意見交換の中で

もランニングコストへの対応、やはりランニングコストの費用かかる面、それからやはり危険

といいますか、人間を入れた場合も溶けるような施設でございますので、施設管理をどうして

いくかが一番の課題ではないかというふうに考えております。また、１日の処理能力につきま

しては、イノシシの成獣で、これは施設の大きさにもよりますけども、３頭程度という話を聞

いたところでございます。大量の処分する場合につきましては、別にまたストックの施設であ

りますとか、そういったとこも検討が必要というふうな声も聞いたところでございます。一度

に入れることもできるんですけども、そうしますと、バクテリアが全て対応できなくなって、

また入れ換えないといけないというふうなお話も聞いたところでございます。そういった適正

な管理をやはりしていく必要があるというふうなことがございますので、そういったことの課

題等もいろいろまた情報等も収集しながら、どういった取組ができるのか、ジビエを含めた出

口戦略については、また一体的にどうしていくかにつきましては、また内部等でも検討してい

ければというふうに思っております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） ２番目の質問にいきます。わな等の設置者のメンバーが現状高齢化進んで

いるため、若い世代の加入が必要である対策が求められていますが、それの対策はどのように

考えておられるか、答弁ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 若い人に特化はしておりませんけども、新たにわなの免許取得者につき

ましては、１万円の補助をしているところでございます。本年度につきましても１７名の方が

この対象になっておりますけども、３０代、４０代の方も新たに免許を取られたような状況で
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ございます。引き続き周知と、あるいは学び塾等で担い手づくりに取り組んでいければという

ふうに思っております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） できるだけ若い人の加入を推進していただきたいというふうに思います。

３番目の最後になりますが、有害鳥獣被害対策の北広島町におけるビジョン、１０年後のある

べき姿はどのように描いておるんでしょうか。ご回答ください。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 有害鳥獣対策は、北広島町のビジョン、目指すべき姿の戦略の一つとい

うふうに考えております。被害の軽減は農業を支える基盤づくりであります。捕獲を担う体制

づくり、地域ぐるみで取組を行うことが協働のまちづくり、持続可能な地域づくり、住みたい、

住んでよかった、住み続けたいなどとなりまして、目指すべき将来像につながるというふうに

考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 私、個人的なことですが、できるだけ現場第一ということで、島根県の美

郷町、先日もきたひろ学び塾で講習がありました。２０年ぐらいかけて、やっと地域の方々が

いろんな方策を練られて現在に至っているというようなお話を聞きました。早速時間を取って

飲食をやられている、ジビエの関係だと思いますが、山くじら料理というのがそこにはあるん

です。店舗は徐々にたくさん開いておられるということを聞きましたが、私は、山くじらラー

メンセット、これを試食にいきました。ここから２時間足らずで行きますので、皆さんも参加

されてはどうかなというふうに思いますが、このラーメンセットをやられている方は、またた

びというお食事処を今年開店されたそうです。以前は現地で日本料理をやられていましたが、

閉店ということで、３年ぐらいいろんなことをやられたんですが、地域の方の要望で山くじら、

イノシシ料理を出したらどうかという後押しがあって、現在山くじらラーメンセット、ほかに

もいろいろあるんですけど、現場第一主義ということで参加をさせていただきました。来週も

私の地域で見学にまいります。これはイノシシの革を使ったサイフとか、いろんなオリジナル

の工場を見学させていただくというふうになっております。この美郷町が北広島町のことにぴ

ったり合うかどうかは分かりませんが、やはり近隣の実践で、それを参考にしながら、今後の

１０年後のあるべき姿を模索するのが必要ではないかと思います。ご所見があれば伺いたいと

思います。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 私も先日の学び塾へ参加いたしまして、この美郷町の取組についてお話

を聞いたところでございます。美郷町につきましては、美郷バレー構想を掲げまして、この鳥

獣を逆手に取りまして地域づくりを行っております。さらに現在は第５段階というふうなとこ

ろで革新的な取組をされているところでございます。やはり捕獲を担う体制づくり、地域ぐる

みで取り組むことが我が北広島町でも一番大事なことというふうに感じたところでございます。

こういった鳥獣対策含めて地域の中にいかに地域を守っていくか、そういった仕組みを鳥獣対

策をきっかけにやはり取り組んでいくことが持続的なまちづくりになるのではないかというふ

うに考えたところでございます。こういった美郷町の取組も参考にしながら、北広島町で取り

組めるべきところについては、またいろいろ検討しながら取り組んでいきたいというふうに、

鳥獣対策にも取り組んでいきたいというふうに考えております。以上です。
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○議長（湊俊文） 佐々木議員。

○５番（佐々木正之） 以上で、質問を終わります。

○議長（湊俊文） これで、佐々木議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。１１時

までといたします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １０時 ４８分 休 憩

午前 １１時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。１１番、宮本議員の発言を許します。

○１１番（宮本裕之） １１番、宮本裕之でございます。先に通告しております大綱２点について

質問をいたします。質問の１点目は、北広島町農山村体験、今後の課題を問うものでございま

す。北広島町は、中山間地域に位置し、町としては中国地方最大の面積を持つ町であり、スキ

ー場も３か所有し、神楽や花田植等の伝統文化や四季折々の景観と農山村の暮らしが息づく町

であります。また、昔ながらの生活も感じられる田舎町の良さを活かして、本町では地域住民

や地域団体とともに協力し、豊かな自然環境や伝統文化等を活用した様々な体験プログラムを

提供し、毎年町内を含めた多くの学校の野外体験活動や修学旅行生を民泊で受け入れています。

しかし、新型コロナウイルス感染症が拡大してから今日まで、民泊の受入れは、中止が相次い

だこともありますが、受入れ家庭の高齢化とリタイア等で農山村体験事業は継続が困難な状況

に陥っていると思えます。コロナの完全収束はいつになるか分かりませんが、治療薬も開発さ

れてきており、通常の生活は戻ってくるものと考えます。さらには観光においても外国人観光

客は増加しており、外国人の行ってみたい国のアンケート調査でも日本が最も多くなっており

ます。観光も、見て楽しむ観光型から、日本の地方の風土・風習に触れる体験型にシフトして

いくことが必然だとも言われております。こうした状況を踏まえて、本町の農山村体験の今後

の課題を質問いたします。１点目、本町の農山村体験事業のこれまでの成果を伺います。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 農山村体験推進事業を行っております商工観光課からお答えをさせ

ていただきます。本町の農山村体験事業は、町内を含めた県内の小学校や県外の中高生及び海

外の修学旅行の受入れを行っております。受入れの実績は、平成２０年度から令和３年度まで

の累計で、海外からの修学旅行も含め、合計で３３３校、１万３９１１名の受入れを行ってお

ります。訪れていただきました学校からは、田舎の良いところを知ることができた、体験学習

後に進んでお手伝いをするようになった、また、苦手な物が食べられるようになったとか、親

の作ってくれたご飯を感謝しながら食べるようになったというようなご意見をいただいており

ます。そのような生活に変化が現れたとの話をお聞きしております。また、受入れ家庭からは、

子どもたちからエネルギーをもらったとか、近所の方と協力して受け入れることができた、作

業することで子どもたちとの話も弾んだなど感想をいただいております。新型コロナウイルス



- 82 -

感染症流行前に行ったものでございますけれども、アンケート調査を行っております。そこで

は修学旅行で印象に残ったものに北広島町での民泊体験の回答がほかの観光施設を抑え、約６

割を超えており、また、北広島町へ来てみたいと思いますかとの問いには、８割以上の生徒の

皆さんがまた来たいと回答してくれるなど、民泊体験の一定の成果が出ていると考えておりま

す。以上でございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 平成２０年度から昨年までで約１３年間ですね。３３３校、１万３９１１

人の方がこの事業を利用されてうちの町へ入って、いろんな体験をされたということで、成果

を聞いてみると、ほかにも私が聞くには、北広島町のご飯がすごくおいしかったとか、嫌いだ

ったトマトが完熟トマトを食べて食べれるようになったとか、臥龍山に登って食べたおむすび

の味が忘れられなかった。ほかにもポパイ鍋、これ多分ホウレンソウ鍋だと思うんですが、こ

れは世界一の鍋でしたという、大変食材を評価してもらえる言葉を多く聞かれますし、人間味

の温かさに触れて涙を流して帰るような子どももいると。そういう成果がある中で、海外から

の受入れも３７校あると思うんですが、この海外からは、どういった年代層で、どこの国から

来られているのか、分かればお聞きします。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 年代層というところまでは詳しくは分かりませんけども、主には中

学校、高校の修学旅行だと思っております。国で言いますと、台湾とかシンガポール、オース

トラリア、韓国、香港、モンゴルなどでございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 国際色豊かに今後もなってくると思うんで、ぜひともこの民泊、ここで確

認するんですが、私も受け入れておりますが、これ教育民泊ですよね。ですから、いわゆる農

家民泊とは違って、農家民泊は住宅宿泊事業法の届出が必要です。そして、民宿は旅館業法の

許可が必要、これ旅館業法の許可になると消防法が絡んできて大変なんですが、民宿が芸北で

も取りやめているところが大変多くなってきた。ですから、民宿経営されてたところに民泊を

受け入れてもらえばすんなり入るんですが、これが減っている。なおかつ高齢化。こういった

ところで、次の質問に入るんですが、非農家の方がやっぱり受け入れるのが難しいようなこと

があるのかなと思うんですが、そういった点で非農家の方は近くで農家されている方と連携な

んかをされて、何をさせていいのか分からないという人が結構おられます。こういうところで、

非農家の方と農家の方の連携を模索するという手もあると思うんですが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 議員おっしゃいますように、教育民泊ということで行っております。

本町で実施している農山村体験事業というのは、先ほども言いました農家民泊、いわゆる農泊

ということで、それでは限定せずに、民泊家庭の受入れということで、非農家・農家区別なく

受入れをしていただいているというような状況でございます。連携して事業をいろんな体験を

していただくというようなことも実際行っていただいておりますし、そういった方々にもご協

力いただいて事業を進めさせていただいております。現状的には、議員おっしゃいますように、

高齢化により受入れ家庭の減少が今課題となっておりますので、そういったところも連携をし

て受入れができるような形を推薦しながら、いろいろと民泊家庭の確保に向けた取組を進めて

いっております。以上でございます。
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○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） そういったところを鑑みるというか、問題にしながら、また、ひとり暮ら

しの方が増えております。ひとり暮らしの方でもやってみたい、受け入れてみたいという方は

おられるんですが、いざ受け入れてみたら、３人、４人来られた子どもさん、３人が外で遊ぶ、

僕はおうちの中でおるよというパターンの時に、１人では対応しきれない。ですから、もう私

はやめましたという方もおられる。やはりまた夫婦でどちらかがやってみたいんだけど、どち

らかが反対する。こういったパターンも受入れを阻んでいると考えられます。ですから、こう

いった時にひとり暮らしの方でも、やはりお友達とか近所の方と協力しながら受け入れる。ま

た、夫婦でも、旦那さんがやらんと言うんなら、私は知っとるお友達と一緒にやるけ、黙って

見とってやというような形を取れるような取組が必要じゃないんかと思うんですが、そういっ

たお考えはありませんか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） お一人でお住まいの方でも受入れができるというふうに、やってみ

たいと言われる方がありましたら、いろんな条件がございますので、先ほど議員おっしゃいま

した子どもたちが分かれていろんな作業するとか遊ぶとかいった時の見守りをできるような体

制とかいうようなことが協力していただける方がいらっしゃれば受入れも可能だと思います。

それからご家庭の中でやってみたいという方と、反対だと言われる、家庭内でそういう話があ

りましたら、一応この民泊につきましては、ご家庭内の皆さんでご協力をいただいて受入れを

していただくので、どなたかが反対ということでありましたら、できれば、再度ご家庭内でよ

くお話をされていただきまして、一応家庭内で皆さんで受入れを了解していただくというやり

方でぜひ受入れを行っていただきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） そういった意味においては、研修会の案内とか、職員を派遣して説明して

いくことが大事だと思うんですが、こういったことは、どうでしょう、定期的にやっていくと

思われておりますか。お聞きします。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 受入れ家庭の研修会につきましては、年に一、二回ではございます

けれども、定期的に行うようにしております。それから民泊家庭の訪問をして、いろいろとご

説明をしたりとかいうようなことにつきましても、今現在、民泊家庭の確保に向けた取組を進

めていってる中で、そういった職員が行って話をさせていただいたり、あるいは民泊受入れ家

庭の方からいろんなアプローチをしていただいたりというような施策を取りながら、民泊家庭

の確保、増加につなげていきたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 今年、広島県内の民泊家庭の受入れに対する研修会が広島のグランヴィア

ホテルであったんですが、私も参加させていただきました。そこで、株式会社体験教育企画の

社長藤澤安良さんという方が、これ全国を飛び回ってこの民泊受入れを推薦されております。

なぜならば、この民泊事業には大きな産業として成長する可能性が秘められていると。特に広

島県は、世界で最初の被爆地でもあり、平和学習においても特出しておりますので、今回、来

年のＧ７開催によって、より注目を集める場所でもあると。このように述べられております。

平和教育といえば、現被団協の理事長に本町の箕牧智之さんが就任されております。こうした
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貴重な方の体験とか聞かせられるのは、あと何年か分かりません。こういう人材を生かして、

人材というのは失礼ですが、貴重な方の今までの経験とか平和に対する思い、特に今回ロシア

がウクライナに侵攻しているような、戦争が起きているような状況の中で平和学習の大切さ、

これを語れる人がおられるんですよね。そういった方を活用した取組もあってもいいんじゃな

いかと思うんですが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 平和学習とかの方を活用すればというご提案でしょうか。ありがと

うございます。平和学習もその体験メニューの中にはございます。そういったいろんな体験を

された平和、戦争体験しかりですけれども、農業体験も含めて、いろんな体験をされた方のお

話を聞く機会というのは、メニューの中に取り入れて行っております。生徒さんの心に残るよ

うな学習を続けていきたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） とても前向きな答弁をいただきました。箕牧さん本人も、自分が元気なう

ちなら、どんなことでも協力したいという思いを持っておられます。ぜひともそういった平和

教育に生かしていただきたいと強く要望というか、思っております。その研修の中で、私一番

気になったのは、この伸びる成長産業、一番良い時には、前の担当の方から聞いたら、経済効

果は年に５０００万円ぐらいあっただろうと言われておるんです。このコロナ禍の影響で、そ

んな今はないかもしれませんが、これからまた伸びてくる。１億円ぐらいの経済効果が生まれ

てくる可能性だってあるわけですから。ここで一番大事なのは、受入れ家庭をいかに維持拡大

していくか、やめていかれるところには、次なる受入れ家庭、絶対これ楽しいんだよと。つら

いこともあるけど、楽しいほうが多い。もう一回子育てをしてみようとか、そういう話をして

いただくとか、一番は、皮肉なように聞かれるかもしれませんが、本音を漏らしておられた言

葉を紹介しましょう。これ福山の方です。行政の方は、担当になった時には何とか受入れ家庭

なってもらえませんか、受け入れてもらえませんかといって切実に頼んでくるんですが、やめ

た途端に知らん振りだと。もう私は、このことから引いたんで、何にも知りませんよというよ

うな感じがすごくすると。じゃあ、あなたがそれほど言うんなら、あなたも引退したら受入れ

家庭やるんですかって聞いてみたいとぐらい言われておりました。ですから、なかなかこれ行

政の人に受け入れてくださいというわけじゃないんです。やはり新たな大方の方が退職されて

そういうことをやっておられます。ですから、退職して第二の子育てとか、もう一遍子どもた

ちを見てやろうと。そうした時に北広島町の良さが分かってくれたら、また大きくなって、ま

た北広島町訪れてみたい、観光してみたいという流れができてくる。そうすると、またこれ観

光事業が盛り上がってくる。そういった私は思いをしてます。そういった点について、何か所

見があればお聞かせください。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 修学旅行などのニーズは大変、最近も多くございます。関西、関東

のほうからも問合わせがかなり来ておりまして、来年、再来年度の仮予約もかなり入ってきて

いる状況です。その中で、民泊家庭、受け入れられる可能人数というのが、以前は１６０名程

度だったものが今現在１００名ぐらいになってきている状況もあります。できる限り民泊家庭、

受入れ家庭の確保に向けた取組は進めていきたいと思いますし、行政にかかわらず、いろんな

方に、いろんな経験をされた方にぜひ子どもたちの受入れをお願いしていければというふうに
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思います。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） そういった中で、私がもう１個聞いたのが、やはり受入れ家庭の状況に周

りの方、興味のある方は来てくださいと、こんなに楽しいですよと。子どもたちとご飯作った

り一緒に遊んだり、いろんな農業の体験させたり、面白いですよということを経験を、周りの

人がどんなものか分からないと思うんですよ。やはりそういう受入れ家庭の状況、一日でもい

いですよ、一晩でもいいです。やはりそこへ見にいって一緒に体験してみてくださいというよ

うなことを取り組まないと、実情が分からないのに受け入れてください受け入れてくださいと

いっても、これはなかなか、分からない人に受入れというのも難しいと思う。そういう話を聞

くとか、そういった体験をしていく必要があろうと思います。ぜひとも、この事業は大きく成

長する可能性があると言われておる産業ですから、何とか継続することにより、うちの町が元

気になると思いますので、ぜひともしっかりと取り組んでもらいたいと願っております。それ

では、次の質問に移らせていただきます。２番目の質問は、建設業の今後と、建設技術者の育

成を問うものでございます。東日本大震災後の復旧や東京オリンピック・パラリンピック時の

建設需要の増加を見た時に明らかになったのが建設業の技術者不足と就業者の高齢化でありま

す。建設業は、地域のインフラ整備や建物の老朽化対策、災害時における緊急対応や復旧事業、

さらには冬季時の除雪等、町民の生活を守る大きな役割を担っております。また建設業は、多

くの地元の従業員を雇用し、地域経済の中核をなす重要な産業でもあります。こうした建設業

が今後も本町の生活基盤整備づくりを担い続けるためには、若手人材の確保と育成が極めて重

要と考えます。地球温暖化の影響もあり、毎年のように起こるゲリラ豪雨災害はもとより、い

つ起きても不思議ではない東京直下型大地震や東南海トラフ大地震は未曾有の大災害になると

予想されております。復旧にかかるための建設業の技術者や技能者、作業員の人数は計り知れ

ません。そこで建設業の今後と建設技術者の育成支援について次の質問をいたします。まず最

初に、建設業の現状と課題をどう捉えているのかお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 建設業の現状と課題でございますが、建設業は、地域のインフラ整備や

メンテナンス等の担い手であると同時に、地域経済、雇用を支え、災害時には最前線で地域社

会の安全・安心の確保を担う地域の守り手として町民生活や地域経済を支えている重要な産業

の一つでございます。課題としては、１つ、事業者の減少、後継者難などの経営課題である持

続可能な事業環境の確保、２番目として、従業者の高齢化と若者離れなどの人材課題である建

設現場の生産性の向上や給与等含めた働き方改革の促進が大きな課題であると認識しておりま

す。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 町民生活、地域経済を支える、これいわゆる本町の農林業と同じように基

幹産業でもあります。そういった時に事業者の減少という答弁があったんですが、合併後廃業

された建設会社、どの程度あったか、お分かりですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） はっきりとした数字は把握しておりませんけども、廃業された要因も

様々ではございますが、数社以上あったものと覚えております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。
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○１１番（宮本裕之） 私が知っている限りでも３社以上、４社ぐらいやめられておられます。そ

ういった要因は様々ありますが、先ほどの答弁で、持続可能な事業環境の確保ということが極

めて大事と言われてますが、具体的にこの持続可能な事業環境とはどういったことが上げられ

ますか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的には経営の効率化を図りながら、会社の損益をなるべく益が出る

ようにしていただくこととか、そういったこと、あとはある一定程度の事業量の確保というも

のは必要だと思っております。建設課としては様々な改良事業、新設事業、維持業務等ござい

ますが、限られた財源の中で一定程度の確保はやっていきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 次に、本町の建設業の動向と将来の展望について伺います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 将来の第２次産業である建設業の従事者は、国勢調査によると、平成１

７年が９９９人、令和２年が７０２人となっており、約３０％の減少となっております。これ

は国全体においても同様な傾向でございます。また、このことは建設投資額の減少に伴い、人

員、機械ともにスリム化となったことによるものと推察しております。また担い手確保等につ

いては、先ほど申しましたように、全国的な課題でもあることから、国土交通省においては、

本年８月から持続可能な建設業に向けた環境整備検討会を設置され、これまで計５回開催され

ておりますけども、昨今の建設資材の急激な価格変動等の建設業を取り巻く環境の変化を踏ま

え、将来にわたり、建設業を持続可能なものとするための環境を整備するために必要な施策に

ついての方向を検討されております。展望といたしましては、どの事業もそうでございますけ

ども、ドローンを使用した空中撮影による測量機械の自動運転化などのＩＴ化やＡＩ導入など

により生産性の向上を図り、利益や給与を引き上げていただくことで、就労環境がより良質に

なり、やりがいがあり、将来の世代に誇れる夢や希望に満ちた産業であることから、明るい兆

しはあると思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 今、建設課長言われたように、平成１７年の９９９人から令和２年で７０

２人、３０％、３００人近い人が減少していますよね。これは２０１６年、国土交通省が発表

した建設業の現状と課題について書いてあることに、建設業に従事する人数は、１９９７年以

降減少し続け、さらに就業者全体の約３４％が５５歳以上が占めている。２９歳以下が１１％、

約１割、このまま建設業で働く人が先細りしていくと、２０２５年で技能労働者が４７万人か

ら９０万人不足されると言われております。この平成９年には約４５５万人いた技能労働者、

平成２２年には３３１万人まで減少しております。これ現在はさらに減少しているんじゃない

かと見込まれております。将来展望としては、２０２５年の万博開催やらリニア鉄道の開業に

向けて、建設業は日本的に見れば、成長まだ見込めると、右肩上がりで成長するんじゃないか

と言われておるんですが、スーパーゼネコンと言われている鹿島建設、清水建設、大成建設、

竹中工務店、大林組等、そういったところでも若手の採用に苦慮されとるんです。建設業は、

今も３Ｋとか、あるいは５Ｋじゃないかと思われる部分である。きつい、汚い、給料が少ない、

休みが少ないと言われる部分がまだあるんじゃないか。大分改善されてきてますので、この建

設業は、本当物を作る、やっぱりインフラ整備をする大変、楽しいと言っちゃおかしいんです
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が、やりがいのある仕事なんです。ですから、工業高校、大学の工業科を出た人がいかに建設

業に就職していってないかということも大変大きな問題になってると思います。そういったこ

とを考えながら、この建設業が安定的な経営を維持するために公共事業費の確保がこれは重要

になってくると思うんですが、合併後の公共土木建築事業費の推移はどうなっておられるか、

お聞きします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 合併後の公共土木建設事業費の推移でございますが、町の災害復旧費を

除いてみますと、平成１８年度の約７億５０００万円をピークに減少傾向となりまして、昨年

度の令和３年度には約２億４０００万円弱となっております。ただし、災害復旧費においては、

合併後において平成２７年度の約４００万円というのが最小でございましたが、平成３０年度

の約８億９０００万円と増減幅が大きいですが、昨年までの総額は約４０億円となっておりま

す。また、農林施設を含めた災害復旧費の総額も約６７億円が総計となっております。以上で

ございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 合併後の翌年がピークであったと、７億５０００万円の公共事業費、それ

が昨年度では２億４０００万円、これ約３分の１まで減ってますよね。建設業者、公共事業に

依存してばっかりではいけないというのもありますが、民間で経営を成り立てるというのは、

これ極めて難しい。やはり公共事業がある程度安定的に出てこないと従業員、その家族を養う

というのは極めて難しくなるし、給料を上げる、賞与を出していくというところにも極めて厳

しいところは出てきます。災害復旧の事業費が大きいというのは、これ建設業者から見れば、

仕事があるからありがたいかもしれんけど、町民にとって災害があるということは、余りあり

がたいことじゃないわけですから、やはり安定した公共事業を確保していくこと、財政政策課

長には、これ投げかけておりませんので、聞きはせんのんですが、やはり安定した事業費を維

持しながら、しっかりした入札をして、できるだけ地元業者が潤うようなことを展開していっ

ていただきたい。答弁は要らないですが、そういったことを見て、私は、確保していくために

今後どのような努力ができるか、建設課長お聞きしたいんですが。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 今回の他の議員のご質問の中にも財政関係のことがございましたが、今

後も人口減少は進んでいることと推計しておりますし、その中でも限られた財源の中で、今後

の１０年間は普通建設事業費は平均約３億円と推計させていただいております。今後も地域の

安全・安心や町民生活及び地域経済を支えるために町のみならず、高速道路を含めた国や県等

の公共土木建設事業について、引き続き関係機関へ要望し、確保できるよう努めてまいりたい

と思っております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） そうですよね。国、県を含めたところにもある程度、公共事業を出してい

ただかないと困る。特に北広島町内の国県道傷んでますよね。国道１８６号線、前も話したん

ですけど、広島県側から島根県側に入ると、急に車の音が静かになる。逆に島根県から広島県

大佐山のところへ入ってしまうと、もうラジオの音も聞こえなくなるぐらい、ガタガタガタと

いうような感じが幾つも見られる。それは長い１８６号線の上で数多くあるんです。そういっ

た意味では、私も町長とともに国交省へ１８６号線の改善、改良などに足を運んでお願いをし
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てまいってきているわけですが、なかなか舗装するんでも、片側しか直してくれない。何で、

たった２００ｍ、３００ｍ、片側しか直さんのやと。町民の方はうるさく言われますよ。こん

な舗装ってあるのかいと。今、地元選出第３選挙区から斉藤鉄夫氏という国土交通大臣が出て

ます。広島県１区からは内閣総理大臣が出てるんですよ。この２人を使わない手はないんです

よ。以前、竹下登元総理大臣が、もう亡くなられましたけど、島根県の公共事業がずうっと安

定的に出てくる流れの要因、筋道をつけてあの人は亡くなったというて、島根県の建設業者の

方は言われてます。だから今、岸田首相、斉藤鉄夫国土交通大臣、この２人がおるときにしっ

かりてこ入れをしていただく。そういったことも私は必要になってくると思います。これは最

後に町長に見解を述べていただきますので、ここでは言いません。それでは、次に建設技術者

の育成支援にどのような支援ができるのかお聞きします。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 本町では、これまで町と商工会が連携しまして、商工業支援として、

がんばる人応援事業という事業名で、建設業者の方や製造業者など、町内企業の従業員や個人

事業者の資格取得につながる技能講習会の開催や各事業所で必要とするセミナーなどの開催に

対して助成をすることで、従業員の資質の向上の支援を行ってきております。本年度は、フォ

ークリフト運転技能講習及び足場の組立等特別講習を実施し、フォークリフト運転技能講習で

は２７名、それから足場の組立研修では７名が受講をされております。今後も商工会と協力し、

事業者のニーズに取り入れながら、人材育成を効果的に支援していく予定としております。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） そういった意味では、商工会に対する補助金をしっかりつけていただきた

い。一律１割カットじゃなくて、こういったところはカットしてもらったら困るんです。だか

ら、建設技術者というのは現場で作業する資格も要るんですが、公共事業の中で、やはり要る

資格たくさんあるんですよね。１級、２級土木施工とか建築施工、それから１級、２級木造の

建築士とか、さらには様々な舗装とか、管工事とか、もう資格取らんと工事に入れない。資格

を取った人がたくさんおると点数がより入札の時の点数にも加わるという流れがあるんで、要

望があれば、商工会から。そういう資格を取るのにも何とか講習会への支援をしていただきた

いというような要望があれば、何とか対応というか、答えていただきたいということを切望し

ておきます。それでは、今から、今日も雪が降っております。私も５ｃｍぐらい降った所から

出てきておりますが、冬季の除雪対応については万全なのか、お聞きします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 冬季除雪の前に、少し県の事業費のことをご報告させていただきます。

平成２１年から令和３年まで県の当初の災害復旧事業除く北広島町分の事業費は、大体平均１

１、１２億円程度でございましたが、令和４年度当初は２４億９０００万円の当初予算を安芸

太田支所に組んでいただいております。要因は様々ではございますが。ということをご報告さ

せていただきます。それでは冬季の除雪対応についてでございますが、毎年、北広島町の除雪

計画を作成させていただきまして、計画的に除雪業務を行っております。今年度につきまして

も業務委託の受注者に変更ございませんでしたので、昨年度と同様ではございますが、契約前

に様々な要望点とか注意事項とかはお互い連携を取ってやっておるところでございます。以上

でございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。
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○１１番（宮本裕之） 受注者については昨年と同様で確保できていると思われますが、これも高

齢化やら建設業の廃業に伴うことがもし起これば、除雪も大変になると思うんですよ。現在の

ところ、そういった心配は当面見られないかとは思うんですが。除雪というたら、道路に倒れ

込むような樹木、竹なんかもあるんですが、そういった対策なんかは、どう考えられておりま

すか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的には交通に支障のある倒木等については随時対処しておりますし、

除雪前には、基本的には、各地域の業者さんに道路の点検等を行っていただいております。そ

の点で、ご要望のあった箇所については対応するようにしておりますが、基本的には、土地の

所有者の方の適正な管理をお願いしたいというのが第一原則です。所有者の方で適正に管理し

ていただければ、町で対応する部分がかなり少なくなるのではないかと思っております。以上

でございます。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 倒れ込んだ木に車が当たってから傷ついたとか、そういったこともあるわ

けですよ。それ自分の家の持ち物なら自分で勝手に切られるんですが、他者の持ち物だったら、

これ危ないからといって勝手に切るわけにはいかなくなるんで、そういった時の対応について

も対応してもらいたいと思います。先ほど申し上げましたように、建設業も厳しい状況の中で、

町民の生活を守るために一生懸命頑張っておられます。やはり建設業というのは農林業ととも

に本町の基幹産業であり、建設技術者を養成していくひとづくりの産業でもあります。こうい

った産業がこれからも継続していかないと、うちの町は安心・安全は守れていかないと思いま

す。そういった意味において、先ほどもいろいろと町長も苦労されて、国交省やら各省庁へそ

ういう整備のお願いに上がっておられるのは重々知っております。今後、今言ったように、斉

藤鉄夫国交相がおられる。何とか今の時に道筋をつけるような流れを生むように努力していく

ことができればやっていただきたいということで、町長の所見をお聞きして私の質問終わらせ

ていただきたいと思います。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） 今、議員おっしゃったように、岸田総理、それから斉藤国交大臣という状況

でありますんで、当然今まで要望してもできていなかった部分について、防災優先に国、県も

含めて要望しているところであります。先ほど課長が少し申し上げましたが、４年度予算から、

ある程度は拡大してきているというふうに思ってますし、今の状況の中で、しっかりできる限

りの道筋は立ててもらいたいというふうに思っているところです。ただ、国のほうもコロナの

関係とかいろんな部分があって、十分な予算が確保できるかどうかというのは難しいところが

あるようでありますけども、できるだけ実現するように努力をしてまいりたいと思っておりま

す。

○議長（湊俊文） 宮本議員。

○１１番（宮本裕之） 以上で終わります。

○議長（湊俊文） これで宮本議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。午後１時ま

でとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～
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午前 １１時 ４４分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。午前中に引き続き、一般質問を行います。９番、伊藤淳議員の発

言を許します。

○９番（伊藤淳） ９番、伊藤淳です。最初に大朝地域の１００プロの活動を紹介させてください。

１０月２０日に熊本で行われた全国過疎シンポジウムでは、１００プロの活動が会長賞を頂き

ました。また、１２月１０日に新庄小学校で、広島里山グッドアワードの今年の表彰式があり

ました。これは昨年１００プロが大賞を受賞したので、今年の表彰式会場となったためです。

当日は県知事もいらっしゃり、里山についての意見交換も行われました。子どもを増やそうと

活動する団体が全国、県で表彰されることはとても誇らしいです。今日の質問は２つあり、ま

ず、１つ目が、帰ってきたい北広島町、子育てがしたいまちになるために、です。私は、実家

を離れて頑張っている方に季節の節目のいくらかは帰ってきてほしいです。親の生活を知り、

地元の友達との旧交を温め、小さい頃からよくしてくれている近所の方に近況や子どもを紹介

し、いつかは北広島町に帰りたいな、北広島町にはいつでも帰られるなという思いを持ってい

ただきたいです。質問をいくつかに分けていきますと、まず、町外に住む北広島町出身者にと

っての目線で質問していきます。既に師走に入り、暮れや正月に子どもや孫が帰ってくること

を楽しみにしているご家庭もあるかと思います。しかし今年は北広島町には帰らないよという

選択をした方もいるかと思います。なぜ、暮れや正月に帰ってこないという選択を取るのかと

いうのを考えると、一因として、帰省中に北広島町を楽しむ所がないのではないかと思いまし

た。ほかにもいろいろ遠因はあると思いますが、一因として、そういったことを考えた際です。

町内施設として１月の１日、２日、こちらどこも休み、ショッピング、居酒屋などの民間施設

や地域づくりセンターなどの公共施設、こちらも休みです。一方、都会では、１月１日から子

ども向けのイベントがあり、初売りと店が開いています。ＣＭでも、どうぞお越しくださいと

宣伝していたりします。ちなみに町内の１月１日もやっている年中無休のお店、こちらはとて

もお客さんが多いです。つまり帰省中の家族、子ども連れや若者は行く所がなく、楽しみのな

い町としか見えないことです。一因としてそういうことがあるというふうに考えた時に、でも、

ただ私は言いたいのは、帰っても楽しいという理由をつくりませんかということ、今回質問と

して提案をしていきたいです。以下の提案についての所見を伺います。正月に帰りたいと思え

る田舎にしませんかという提案になります。例えば、飲食店に対して、弁当販売をしませんか

や、地域づくりセンターや企業で何かしらのイベントができないか。図書館などの公共施設を

開けて何かしらの形で利用してもらう。各地区の集会所でイベント以外にも新年会など、そう

いったものをしませんかという提案、こちら、地区によってやられているところもありますが。

小中学校で同窓会ができるようにしてみる、そういったもろもろいろんな活用方法を考えた上

で、それらを取りまとめて情報アプリなどで情報を流して情報を周知していく。ほかには、必

ず行くご家庭もあるかと思いますが、除夜の鐘と初詣のスタンプラリーをやってみるなどなど、

いろいろそれぞれの地域の方が考えてみるといいものができるかもしれません。そういったこ
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とをすることで、町外の登録者数として情報アプリが増えますし、北広島町に興味を持っても

らいやすいという利点も循環的に利点が生まれると思います。ただし、どこも人手不足で大変

なのは分かっています。しかし、後押しやサポートがあれば、思いのある人がスタートしやす

い、そういったことを考え、今のような提案をいたします。いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 議員のご提案は、一つには、正月に都市部と同様の若者や家

族連れが楽しめる場所をつくるため、町内の飲食店や企業、地域、公共施設に営業やイベント

の開催をするなどの理解を求めては、協力を求めてはといったような内容だと思います。町で

主導して、そういった環境づくりを要請するというのは、なかなか難しいのではないかという

ふうに考えております。年末年始においては、各企業も長期休暇を設定しているところが多く、

従業員が旅行や帰省など自由に休暇を楽しむ機会であり、また事業所によっては、事業所内の

メンテナンスの時期というのも設定しているのではないかというふうに考えております。この

ことは、公共施設である地域づくりセンターも同様というふうに思っております。いずれにし

ても、こういったイベントとか新年に関わる行事というのは、主催者の方や各施設が管理者の

ほうが判断をして行われるものというふうに思っております。それから情報アプリでそういっ

た情報を流してはどうかということでございますけども、ある程度公共的な情報に限られてい

る情報アプリでございますので、そういったところでなかなか難しいのではないかというふう

に思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 言われていること、もっともだと思います。分かります。ただ、年末年始と時

間のある方、そういう思いのある方がスタートしやすいようにという提案でもございますので、

そういった点で、やってみたいということがあれば、今のお言葉借りると、管理者等が可能と

するのであればできるということで理解をしたいと思うんですが、どうでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） ある程度の方の理解が得られて、施設管理者もそれが対応可

能ということであれば、正月のイベントもできないことはないというふうに思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 分かりました。スタートしやすいようにという後押しではあります。先ほどの

答弁の中でもう１点、情報アプリは公共的なものということではありましたが、それは公共的

なものになれば流すことも可能だし、もしくは音声告知放送で地域ごとに流すことも可能とい

うことを確認させてください。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 告知放送に至っては、ある程度の民間の企業活動も流すこと

ができますので、そこはある程度自由度があるのかなというふうに思っております。アプリに

ついては、先ほど答弁したとおりでございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） でしたら、音声告知放送に流すことも可能、ただ、こちらのほうは費用がかか

ったり、もしくは、こういうイベントをするといった時にチラシが要るといった時になると、

少々金銭がかかるものもあると思います。そのため、少額ながらの助成、何かしらの融通がで

きないかという質問ではあります。今言ったような提案は、やはり地域や有志の協力なくして
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はできないというものばかりです。ただ、スタートしやすいようにと思った時に、金銭やもし

くは、先ほどの公共的なもののところで、管理者がオーケーとすればという部分に関してです

が、金銭や制度上の融通を行って促進を図ってはどうか、こういったことは可能かどうか、そ

ういった助成ができないかどうかを質問いたします。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 行政としてのバックアップと考えますところ、若干ではござ

いますけども、資金的なところでお手伝いができるのかなというふうに思っております。具体

的に申しますと、今年度であれば、がんばる地域補助金といったような制度も設定をしており

ます。その補助金については、地域課題の解決とか、地域活性化への取組といったものであれ

ば、開催時期を問わず補助をすることは可能かと思います。しかしながら、例えば単純な飲食

といったようなことについては、補助金の性質上、そういった類のことは応援はできないのか

なというふうに思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） できるだろうと。ただ、性質上というものがあると。できれば前向きな形で終

わらせたいので、できるということで、その性質を考えた上で、できるということで次の質問

にいきたいと思います。妊娠・出産・育児における制度などの提案と確認でございます。結婚

して新たな住所を決める際、職場と子育て環境などを考え、女性の意見が決め手となる家庭が

あると聞きました。出産や育児をしやすい環境とはというのを考え、以下の質問をいたします。

同僚議員の一般質問、過去、公園整備、トイレの洋式化、給食や保育料の無償化、不妊治療、

就職情報の充実などテーマは過去にいろいろ聞かれたんですが、そのほかの部分でこういった

ことはないか、重複する部分がありますが聞いていきます。事業者が女性に優しい職場づくり

をする上でのアドバイスをすることは可能かどうか、両立支援等助成金などの制度はあるんで

すが、行政として、町内で女性が働きやすい職場づくりを支援することはできないかという質

問です。ただ、今言ったように、女性というふうには言ってますが、助成金、そういったもの

でいくと、男女参画としての助成金として多くございますので、女性にとって働きやすい、育

児をする男性にとって働きやすい、もしくは介護をする男性にとって働きやすい等々あります

が、そういった職場づくりをする上で、アドバイスをすることが可能かどうかをお聞きいたし

ます。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 北広島町では、男女共同参画プランを平成３０年の３月に策定し、女性

の活躍推進に向けた働く環境の整備、ワーク・ライフバランス、男性の家事、育児、介護への

参画を推進しております。また、女性活躍推進法であるとか、次世代育成支援対策推進法とい

った法に基づいて、事業者が従業員の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や多様

な労働条件の整備などに取り組むに当たって一定規模以上、これ一定規模以上というのは、常

時雇用する労働者が１０１人以上、こういった事業者の事業主には、一般事業主行動計画の策

定が義務づけられており、仕事と育児、仕事と介護などの両立の支援は事業主の責務となって

おります。事業者へのアドバイスや支援ということについては、職場における女性の活躍推進

のための制度などの情報提供であったり普及啓発などを行ってまいります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 普及啓発を行っていくと。ただ、１００人以下努力義務等がありますので、や



- 93 -

はり横断的にやってほしいというのもございます。というのが、いろいろ事業者として雇用し

ていると、潜在的にこういうもの、いろいろな制度として悩んでいるけども、なかなか専門的

なことを調べられない。調べても分からないというのがあります。多分、今の説明を聞いて、

ぱっとすぐにこれができる、あれができると分かる方もなかなかいらっしゃらないのが現状か

と思います。なので、そういった潜在的に悩む事業者に対して、そういったことのアドバイス

をする。普及啓発をする中で、もっと積極的にできないかというものがございます。そのため

には、今、町民課から答えていただきましたが、商工観光課、またそこを通じての商工会とい

うのも関わってはくると思います。北広島町の子ども・子育て支援事業計画には、企業に対す

る関係法制度の普及啓発ということで、そういった取組をしていくという計画があります。こ

ちらの担当部署は福祉課でもあります。やはり横断的にそういった積極的な活動が必要ではな

いかと思うんですが、そういったことは可能かどうか、どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 女性の活躍のためのいろんな情報提供なり普及啓発活動につきましては、

主には役場で言いますと、まちづくり推進課が求人情報等を行っておりますし、先ほど議員が

申された商工会、あと関係機関と連携をしながら、そういった取組は今後できるのではないか

というふうに思っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 相談があれば。相談がなくとも、しっかりと普及啓発等に積極的にと思うとこ

ろがございます。次にまいります。妊娠中や育児中の女性にとって使いやすいトイレを増やせ

ないか、これは以前にも言われたことではあるんですけども、町内の公共施設や商業施設、こ

ちら古い所も多くて、マタニティールームや子ども目線のトイレ、こちらが少ないです。育児

する側にとって、なかなか利用しにくい、心理的なハードルになってるかと思います。例えば

ですと、調べると出てくるんですけども、兄弟がいた場合、乳幼児と年少・年中等抱えてたり

すると、トイレが狭くて入れない。なかなかトイレへ行けない。広過ぎると、今度は子どもが

勝手に鍵を開けてすごく困る。そういったことがもろもろ出てきます。その全てを完備して使

いやすいトイレというのは難しいですが、公共施設、商業施設それぞれある中で、そういう声

が寄せられていることはなかなかないかと思いますが、事実あるかと思います。そういった場

合、使いやすいトイレを増やせないかという質問になります。いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 公共施設については、新しく施設を建築する時であったり、今ある施設

を改修する時など、トイレなど設備の検討を行って、誰もが使いやすい施設を目指したいと考

えております。また、広島県の福祉のまちづくり条例で、不特定多数の人が利用する建物など

については整備基準を設けることなどを定めて、安全で快適に生活できるまちづくりを進める

こととしておりますので、公共施設以外の施設でも妊娠中や育児中の女性にとっても使いやす

い施設が増え、誰もが利用しやすい施設が増えるよう、町内の施設がこの条例に基づいて建築

や改築を行うよう進めてまいります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 女性にとってというのもありました。なかなか水回りの工事はお金がかかりま

すが、助成金等やその促進方法、助成金等はあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。
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○町民課長（大畑紹子） 事業所に対しての町の補助金というのは現状はありません。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 町のイメージアップ、もっと言うと、しっかりと潜在的にあるであろうイメー

ジを覆すためにも、このような助成金が必要かと思います。実際、今女性ということではあり

ましたが、男性にとっても、これは同じで育児をしている場合ですね。これは余談ですが、私

がトイレに子ども連れていくと、私の体でいうと、もうかなりいっぱいいっぱいになる。どう

しても子どもがついていくと言うと、もういっぱいいっぱいの中トイレをしなきゃいけない。

何度かあって困ったことも、まだないですが、まあまあありました。なので、そういった場合

もあるかと思います。どうにかそういったことを考えていただきたいとも思います。次にまい

ります。こちら同僚議員が昨日聞いたものでありますが、保育士の奨学金制度の利用例と現状、

一緒に答えていただきたいです。町内保育施設での新規雇用の実績と予定はをお聞きいたしま

す。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 保育士の奨学金の状況ですけれども、これまで６名の方がこの制度を利

用されております。このうち３名の方は現在も在学中でございます。あと、町内の保育施設で

の新規雇用の実績と予定ですけれども、これまでこの制度を利用された２名の方が町内の保育

施設に就職をされております。また、来年度１名の方が採用予定と聞いております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 私が特に聞きたいのは次の質問で、奨学金返還の免除が可能となる町内就職を

目指したが、就職口がない場合、今の答弁でいうと、今のところないと思いますが、今後そう

いうことがあり得る、町内就職をしたいが働き口がない、返還しなきゃいけない等が考えられ

ます。その場合、どのような形になるでしょうか。猶予期間があるのかどうかも改めてお聞き

いたします。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 就職口につきましては、各保育施設の入所児童数や職員の雇用状況によ

り各施設で新規採用の有無を判断をされております。よって、必ずしも就職口が確保されてい

るというものではございません。また、返還免除につきましては、指定保育士養成施設を卒業

した翌日から２年以内に雇用された場合については返還の免除の対象としております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 危険性があるという認識なんですけども、返還免除がある。だから奨学金を受

けた。だけどもできないという可能性があると思いますが、その課題が現れる可能性があると

いうので、ちょっとその点どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 保育士の採用につきましては、各園で望まれている人材、そういったこ

とにかなわなかったという場合もありますので、そういった場合については不採用もあり得る

ということになります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 確かにそのようなこともあると思います。ただ、気持ちがあってというのがあ

りますので、その思いも含めて、今後この奨学金制度存続できるようにというものもあります。

その上で町内の保育施設、こちらに積極的な採用をお願いするというのは変ですが、関わり合
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いを持っていっていただきたいです。次にまいります。子育てにおける申請は多く、とても煩

雑な印象を受けます。結婚する、引っ越しをする、仕事が変わる、そのように生活スタイルが

どんどん変わる忙しさの中で、似たような書類を何度も書くのはとても手間に感じてしまいま

す。ましてや妊娠や育児で疲れているとなかなか億劫になってしまいます。例えば保育施設等

入所申込みにおいて、そのような声を聞いてないか、手書きが大変、記入項目が多いという声

が届いてないかをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 現在のところ、そういった声は届いておりません。しかしながら、今後、

町のホームページ等で様式をダウンロードできるような形に変更してまいります。また、記入

項目につきましては、ご家庭の状況やお子さんの状況を把握し、安全な保育を提供する上でと

ても重要なものでございますので、新規入所の場合、必然的に記入項目が多くなっている状況

でございます。これにつきましてはご理解をいただきたいと思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 記入項目多いのは理解いたしますが、手間という部分でどうにかという質問な

んですけども、届いてないということなんですが、私この話をいくらかほかにしたところ、思

うと。出す時に言ったんだがという方もいらっしゃいました。これは男性の方だったりします。

届いてないということになると、どうにか書いてくださいというような話をそのときされたと

いうようなのもちょっとお聞きしましたので、その辺ちょっと情報として声が届くようにもし

ていただきたい。声を受け取る形で情報をその辺今後管理をしていただきたいと思います。先

ほどホームページでダウンロードできるようにとありましたが、申請手続のオンライン化はで

きないかと質問をいたします。こちらは今回の１２月議会で受け取りました令和４年度からの

行政改革実施計画、電子申請について記述がありましたので、今後できるのではないかなと思

いはするんですが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 行政サービスのオンライン化につきましては、北広島町ＤＸ加速化戦略

におきまして、重要かつ喫緊の課題と位置づけて取り組むこととしております。今年度一部サ

ービスにおきまして、オンライン申請の実証を行いましたけども、時間や場所に捉われること

なく手続ができるという点で、利用者にとって大きなメリットがあったものと認識しておりま

す。加えまして、キャッシュレス決済やＳＮＳとのシステム連携を行うことで、さらにサービ

ス向上につながるものと考えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 先ほど言いました申込みにおいて、なかなか記入項目が多い中、毎回一から書

いていくと。大変だと。去年のを出してくれて、それに赤線で訂正すればいいじゃないかとア

ナログ的な話も出たんですが、デジタル化ができるのであれば申請はそのまま、去年のを受け

取ってそのまま入力し直すというのは、とても簡単に感じられるものがあります。１点確認な

んですが、今までアナログで紙を出していたもの、これをデジタル化、データ化していなかっ

たかどうかをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） もう一度質問の趣旨をお願いいたします。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。
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○９番（伊藤淳） 今までアナログは、というのは一回置いといて、今まで紙で出したもの、こち

らがその紙に記入されたものをそのまま役場内で使って、そのまま次々の手順に使われている

かどうか、それは途中でデータ化していなかったかどうか、すると思うんですけども、したの

であればと思って、そこの辺。申込みにはよるんですが、必ずどこかでデータ化しているかと

思いますが、そういう質問です。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 紙で申請されたものがデータ化されているかということでございますけ

ども、大抵のものがデータ化をして再利用、申請が出たものはお返しする時に、一々宛て名を

手書きで書くようなことでなしに、入力して、宛て名シールということでやったりするという

ことで、大方のところはデータ化されているものと認識しております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） でしたら、今の若い世代というのでいうと、デジタルのほうが慣れているとい

う方もいらっしゃいます。アナログで書くのが大変、それをアナログで受け取って、紙媒体で

受け取って、デジタル化して、なかなかその入力も大変と。行政内の仕事を鑑みた時に、はな

からデジタル化できるのではないか。はなから入力から、申請からデジタル化できるのではな

いか。先ほど電子申請可能だとありましたが、できるのではないかというのが今の質問でした。

しっかり進めていただきたいです。次の質問がそれに関してではあるんですが、業務改善プラ

ットホーム等の名前があったりするんですが、私が書いたのはキントーンなどです。こういっ

たデジタル化ができるのではないか。なかなか楽になるかと思います。これの利点としては、

申請をする以外に金銭の受け取りです。通帳に関するもの、マイナンバーカードの連動が可能

だったり、今まで費用面で困難になっていたコンビニ、もしくは郵便局での住民票、印鑑証明

等の受け取りを申請だけはデジタルでできると。そういった面ができるかと思います。さらに

は、日中、紙媒体を出さなきゃいけない、なかなか書いて出すのが大変。だけどもデジタルで

あれば時間を問わず、夜でも、昼、スマホでちょちょっと入力する、申請をするということも

可能になるかと思います。こちら、こういったことを想定しながらの電子申請、今後進められ

ていくかどうかをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） オンライン申請に対応したソリューションは、多くのベンダーが開発、

商品化を行っております。議員がおっしゃいましたクラウドサービスもとても有効なツールの

一つであるというふうに捉えております。ライフスタイルに捉われることなく手続ができるこ

と、利用者とサービス提供者である町の業者ともがオペレーションが容易であること。日常的

に利用しているＳＮＳツールやキャッシュレス決済サービスとの連携が可能であることなどに

留意しながら、サービス体系の構築を図っていくことが重要と考えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 分かりました。今後しっかり進めていっていただきたいです。次です。そうい

ったデジタル化をする上で、逆に情報収集のツールとしてスマホ、もしくはパソコンでも構い

ません、タブレットでも構いませんが、見る際に北広島町のホームページを見るようになると

思います。そのホームページが使いやすくなるように整理をしているかどうかをお聞きいたし

ます。こちら具体的にはいろいろあるんですが、ページがなかったり、過去の情報だったり、

なかなか欲しい情報に行き着かないというものが書類関係でいうと結構あったりすると思いま
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す。先ほどのデジタル化をする上で、この情報収集としても必要な面ではございますので、お

聞きいたします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 本町の公式ホームページについては、議員ご指摘のようなコロナ禍など

の影響によります社会情勢の変化に対応すべく、他言語化対応やＡＩチャットボット機能の追

加、動画配信への対応などサービス向上に努めているところですが、使いやすさ、内部リンク、

コンテンツの充実などについては、常に点検、改善を図っていく必要があります。近々現行シ

ステムの更新時期を迎えますので、効果や課題などについて十分な検証を行った上で、より使

いやすいサービスの実現に向けて取り組んでまいります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 進めていっていただきたいです。ただ、今までこのような形で、ちょっと使い

にくいなと思われるようになった原因の一つに、更新が各所管課になってるかと思います。そ

うすると、各所管課それぞれの職員が更新する上で、更新する形が違うと。やり方が違うと。

それでこのような形になったものもあるかと思います。見てみると、そうだろうなと思うとこ

ろあるんですけども、どうやっても、現行のホームページを更新したら全てなるか、違うと思

います。その上で、先ほどのデジタル申請のものも含めてですが、改善方法、改善が要るかと

思います。その点、改善方法はいかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ホームページのサービス全体のデザインや配信等の運用ルールなどの管

理につきましては、総務課において一元的に行っておりますが、各記事の作成や更新について

は、タイムリーかつ的確な情報提供という観点から、今後も各所管課が行うことが適切である

というふうに考えております。また職員に対しては、運用ルールの周知徹底を図るとともに操

作研修会を毎年開催いたしまして、スキル向上やコンプライアンスの確保を図っております。

ホームページに限らず、いろんなデジタルツールは使いやすく、町民の利便性向上につなげる

という視点に町外へ向けての効果的な情報発信という視点もプラスして、より魅力的なサービ

スを構築していくことが重要と考えます。これらを実践していくために職員の業務改善やＩＴ

リテラシーの向上を目指した取組を進めて、デジタル技術をより効果的に活用していくことを

目指してまいります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 今後とも進めていっていただきたいです。次の質問になります。町民の生活に

根差す公共施設の存続についてです。基幹集会所についてお聞きいたします。同僚議員が聞き

ましたが、地域の基幹集会所を地域に渡すという話が出ています。こちらの現状を各地域に分

けてという部分と、そのメリット・デメリットをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 各地域の進捗状況でございますけども、豊平地域につきまし

ては、今年２月に１回目、８月に２回目の個別ヒアリングを自治会単位で実施をしております。

地元譲渡の地域の意向や課題の聞き取りを行っております。その他３地域、芸北、大朝、千代

田につきましては、１０月に地域ごとの説明会を開催し、集会施設のあり方について、町のほ

うから方針の説明を行い、１０月下旬から、各振興会・連合会単位での１回目のヒアリングを

現在実施している状況でございます。続きまして、基幹集会所を地域に渡すメリットとデメリ
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ットということでございますが、地元譲渡によるメリットとデメリットは双方あると思います。

デメリットを最小限に抑え、持続可能なあり方を考えていきたいというふうに思っております。

メリットとしましては、地元の創意工夫による自由な活用ができること、維持修繕等は、地元

判断によりスピーディーに安価に行えることなどが、デメリットとしましては、施設の維持管

理に地元負担が増えること、最終処分、解体等に多額の費用負担がかかることなどが考えられ

ます。これらの費用につきましても、新たな補助制度の中で、地域の負担を軽減する方向で今

後協議を重ねてまいります。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 今の説明を聞くと、地域譲渡をするべきというわけではないというのをまず思

うので、そこを先に確認させてください。絶対に地域譲渡、今すぐ集会所を地域に渡すという

ものではない考えだというのを確認させてください。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 現在取りまとめております町の公共施設等総合管理計画にお

きましては、地域譲渡を基本に考えていくということで方針を決めております。まずは地域譲

渡を前提に地元と話をしていきたい。そういうふうに思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） そうすると、いや難しいよと。先ほどのデメリット等考えると難しいよという

意見が必ず出てきていると思います。その点に関して、例えば、話し合った結果が今の現状維

持、地域では持たないという結果になった場合、それも一つの結論として可能かどうかをお聞

きいたします。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 協議の中で、なかなか地元の譲渡が難しいという結論は当然

あろうかと思います。その際には、何らかのよい策を考えたいというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 押しつけではないという確認と、そういう対応にならないということを今後の

ヒアリングの中で求めていきたいです。というのが、現在のヒアリングは意向調査で、今後の

補助金制度の組立てのためですよという面が前面に出たり、まずは地域の基幹集会所について、

地域でまず今後について話し合ってもらうための今回の機会、布石だと思ってもらうようにす

るというようなのが前面に出れば、よりよい話合いになるかと、ヒアリングになるかと思いま

す。そういうふうに今後もしていっていただけるかどうかをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 最終的に全体への説明が終わったのは１０月から１１月にか

けてというところでございます。その段階では、町の方針はある程度示させていただきました。

今後ヒアリングの中で、最善策は構築できるものというふうに考えております。以上でござい

ます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 今後の対応等、補助金制度の組立てについて期待しております。消防施設につ

いてです。町内の消防署と出張所の今後はということでお聞きします。と言いますのが、今回

計画を示された消防本部・本署庁舎整備基本計画というものができました。こちらは多くのデ
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ータが検証され、現場までの到着率や人、金などから来る今後の維持の方法、そのほかにも消

防の広域化や人口減少などの要因、こういったものもろもろを加味したデータとして本署の建

替え計画というものが示されました。こちら今後の消防署と出張所の今後について計画内容を

お聞きいたします。

○議長（湊俊文） 消防長。

○消防長（日田靖成） 現状旧町の地域ごと、１署３出張所体制で管内の火災・救急と災害へ対応

しております。消防施設につきましても、公共施設等総合管理計画の対象であります。今後の

人口減少、社会情勢の変化により当然消防のあり方についても検討を進めているところでござ

います。千代田地域の消防本部・消防庁舎につきましては老朽化、耐震性の不足等、消防・防

災拠点としては大きな問題を抱えております。令和６年度末完成をめどに庁舎整備事業に取り

組むべく準備を進めているところでございます。質問にございましたとおり、将来の消防のあ

り方、具体的には署所再編、広域化等の可能性を踏まえ、その変化に対応できる庁舎として整

備してまいりたいと思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 現在の１庁舎、３つの出張所の形が今後変わっていく可能性を加味してという

計画、事実、やっと建替えができるというものでもあります。延期延期となってお金がない中

の延期延期で、かなりのお金がかかるからこそ、いいものもしないといけないというジレンマ

の中、今回ありました。築４４年、かなりの年数がたっております。ただ、この中に今後望ま

しい形として、１庁舎、１出張所、１出張所は芸北の出張所を残す、大朝、豊平は今後千代田

の庁舎に統合していくのが望ましいという文言もあります。こちらについてお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 消防長。

○消防長（日田靖成） 最終的な案としてというか、そのようなことになった場合を想定した庁舎

を造ってくださいということの計画でございます。今後人口が減少しましたら、当然、署所再

編は考えていかなくてはならないことだと考えておりますが、総務省消防庁が示しているとお

り、人口減少時代の消防体制のあり方について、これらを加味しながら、広域化等の可能性も

踏まえて考えていきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 実際今回の計画は、本署の建替えのための計画であるというものも理解し、ま

た、データもそのような形でしっかりとしたものだと思います。１庁舎、１出張所にするため

のデータではないことも確認しております。ただ、こういう言葉が出ると一足飛びに芸北の出

張所を残し、ほかの出張所は潰すというような一人歩きがとても怖いものになります。その点、

すぐにそういうふうになるということはないというのを確認したいです。どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 消防長。

○消防長（日田靖成） すぐになるとは思っておりませんが、先ほども申しましたように、人口が

減少してくれば当然再編も考えていかなければならないし、今後１０年後には６５歳定年とい

う時代を迎えることにもなりますので、広域化等、生き残りをかけた方策を探していかなけれ

ばならないと思っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 今回の計画、本署の建替えのための計画なので、今後１０年後、２０年後、も

っと言うと、計画としては４０年後を見据えたものになっているということなので、しっかり
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とそこの場を議論して、この計画があるから絶対そうしましょうというふうにならないように、

今後の議論をしていきたいと思います。次にまいります。防火水槽の現状と課題をお聞きいた

します。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 町内の防火水槽でございますが、３９９基ございます。現状としま

しては、コンクリート製のものがほとんどで、耐用年数は３０年とされておりますが、超えて

いるものが多くあり、水漏れや土の堆積により最大限水をためておけない防火水槽も発生して

いる状況でございます。現在の点検の状況ですが、消防団で火災予防運動期間中に点検を行っ

てもらっておるところです。支障がある場合は、地域の消防団が中心となって水を吸い上げ、

土砂を取り除く、または藻を取り除いております。また、水漏れについては、専門業者による

補修を行っておる状況です。今後も必要な補修や堆積物の除去を行い、最大限活用できるよう

対応を行います。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 併せて、消火栓とその付随するホースの現状と課題をお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 消火栓と付随のホースについては、長期間ボックス内にある状況で

耐用年数１０年余りを超えたものもありますが、これも消防団の点検、それから消防署におい

ても必要な場合は点検をしております。金具の作動状況など確認をしまして、消火栓について

は使用可能と思っております。いずれにしましても支障がある場合は情報を共有しまして、不

備の早期改善を実施します。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 先ほどの消防施設として庁舎の建替え計画があると。これが４０年の計画、こ

の計画には、消防団の面が、ちょっとこれだけ抜けてるように思います。インフラとしての消

防力を考える上で、消防団も同じように考えていかなきゃいけないと。かなり変わると思いま

す。今後こういった現状を踏まえて消防力強化、もしくは維持、こちらを考えていっていただ

きたい。また１０年後、２０年後になると、その時のトップの判断になるかと思います。消防

施設についての所感が町長のほうであるのであればお聞きします。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） すみません、最後の部分をもう一度お願いしたいと思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） 今後消防力、今後４０年の計画で出されて、消防団も加味していかなきゃいけ

ない中に、町内の消防力、どのように考えていくのか、どうやっても今後トップの判断によっ

て維持できるかどうか、現状かそれともという話になるかと思います。今後見据える上で、町

長の所見を伺いたいです。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 消防力でございます。消防団のほうは、現在消防団員の数を何とか

増員しよう、維持しようというような状況でございます。消防団については災害時の大きな活

動をしていただいております。消防団員のとにかく多くの方を維持または増員ということを考

えていきたいと思いますし、消防力については、町内全域を考えて計画をしていきたいと思っ

ております。以上です。
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○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） これ以上聞くところとしては堂々巡りになりそうなんで、次にいかせていただ

きます。水銀灯についてです。過去において、フロンガス、もしくはＰＣＢと同様に水銀の利

用を規制する水俣条約の採択によって、２０２１年から水銀灯の製造等が禁止されたと聞いて

います。現在、町内公共施設の水銀灯の付け替え、今後どのように進むのかをお聞きいたしま

す。

○議長（湊俊文） 管財課長補佐。

○管財課長補佐（辰川勝則） 町内公共施設の体育館、グラウンドの照明、そういったところが主

なところだというふうに思います。そのほとんどが水銀灯となっております。メタルハライド

ランプ、それから高圧ナトリウムランプ、こちらの設置につきましても考えられますが、数に

関しては把握できていないのが現状です。ＬＥＤランプについては、千代田中学校体育館、豊

平中学校体育館、こちらのほうが修繕の際にＬＥＤランプを設置されております。今後につき

ましては、公共施設管理システム、こちらのほうの運用に合わせて把握に努め、ランニングコ

スト軽減、あるいは環境に配慮した取組をしてまいります。また、今後の付け替えということ

の計画なんですけども、こちらにつきましては、水銀灯は消費電力が大きく、電気代も非常に

多くかかります。また、令和３年から水銀灯の製造、それから輸入が禁止されております。そ

ういったことから、早期の付け替えということは必要と考えており、公共施設全体として、こ

れから付け替えに向けた計画を考えております。また北広島町では、ゼロカーボンへ向けた取

組を推進をしておりますので、エネルギーの中で使用頻度の高い電気については、環境とコス

トの両面から重要視して取り組んでまいります。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） どうやっても付け替え計画をする中で、数の把握が必要になるかと思います。

今現在把握できていないということなので、把握していかなきゃいけない。それは答弁のとお

りだと思います。ただ、先ほどありました基幹集会所の譲渡等において水銀灯あるかとも思い

ます。そういった場合、どのようにしていくのかという示唆も必要かと思います。どうやって

もゼロカーボン等でＬＥＤ化にしていくんですが、水銀灯があるところが天井の高いところ、

そうなると付け替えが容易ではないと。ＬＥＤも長寿命ではありますが、１０年たつと７割ぐ

らいの照量になるというのもあったりします。その点、地域譲渡する上での説明や今後等も考

えていただきたいですが、どのように進めますかをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 管財課長補佐。

○管財課長補佐（辰川勝則） 基幹集会所の譲渡に係る照明の切り替えというところなんですけど

も、先ほども体育館並びにグラウンドといったところの取組ということにも、同様に集会所に

つきましても、これから地元の方とお話をしながら進めてまいりたいというふうに思っており

ます。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○９番（伊藤淳） ゼロカーボン等、町がどんどん変わっていく中で、その点を踏まえた今後の町

のあり方を考えて一般質問を終わります。

○議長（湊俊文） これで伊藤淳議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をします。

午後２時５分まで。
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 １時 ５５分 休 憩

午後 ２時 ０５分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。１０番、服部議員の発言を許します。

○１０番（服部泰征） １０番、服部泰征です。今回は、生活しやすい環境を目指してという題目

で質問いたします。少子高齢化が加速している日本、北広島町も例外ではなく、合併後の平成

１７年２月末に２万１３１７人いた人口は、２０２２年１０月末時点では１万７５４５人と、

３７７２人減っています。そのような人口減少及び少子高齢化が進む北広島町において、住み

たい、住んでよかった、住み続けたいと思っていただくためには、遊ぶ場や住環境、生活環境

が整った生活しやすい環境であることは言うまでもありません。そこで今回は、北広島町が策

定された各種の計画を見ながら、様々な世代の方が住みやすいまちとなるためには、どのよう

な形があるのか、質問したいと思います。まずは子育て環境について伺います。北広島町では、

令和２年３月に第２期北広島町子ども・子育て支援事業計画を策定されました。その中にある

北広島町の子育て支援や生活環境に関する設問（就学前、小学生）の回答によると、子育てが

楽しいと感じているかや、子育てが地域の人たちに支えられていると感じるかについては肯定

的な回答が多くありましたが、小児医療体制や公園等遊び場、そういった場所が充実している

と思うかについては否定的な意見が多くありました。そこで質問します。小児医療体制の満足

度が低くなっていますが、その原因としては何が考えられるでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 原因としましては、町内に小児科医がお一人しかおられないことが原因

ではないかと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 確かに町内では小児科を標号しているのが一つの病院しかないというのが

現状です。それでは、改善を図る上でどのような対策を検討されているでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 改善を図るのはなかなか難しいものと考えておりますので、引き続き、

郡医師会の先生方にご協力をいただきながら、各圏域ごとの地域医療を維持することに努めて

いきたいと考えております。また、平日夜間や休日の子どもの急な病気やけがに関する相談機

関として小児救急医療電話＃８０００番の周知に努めてまいります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 確かに改善は、これはなかなか難しいと思います。では、今お答えいただ

いた郡医師会、具体的にこの郡医師会とはどのような協力体制を取ることを考えているんでし

ょうか。また、町として、この不満のある小児科医の確保に取り組む、そういった考えはある

でしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。
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○保健課長（迫井一深） 各地域ごとの地域医療を維持することにつきましては、郡医師会の先生

方に一地域一医療機関を最低としてご協力をいただいているところでございます。また、小児

科医を新たにということにつきましては、町としてはなかなか難しいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 一地域一医療機関、それは医療は維持できていると思うんですが、小児科

医の確保、これは、やはり町としては難しくて、今の民間に任せるしかない、そういった方向

として受け止めていていいでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 現状としまして、町の医療機関としましては、芸北にございます雄鹿原

診療所が町の医療機関となっております。雄鹿原診療所のほうに新たに小児科医ということは

難しいと思います。引き続き、民間の医療機関にご協力をいただければと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ただ、町全体のことでありますので、そういった相談体制とか、民間と協

力はしていくといった考えでよろしいでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 町のほうも地域医療を守っていくために協力をしていきたいと考えてお

ります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、先ほどありました小児救急医療電話＃８０００、この周知はど

のように行っているでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） ホームページのほうに＃７１１９と併せまして＃８０００の周知をして

いるところでございます。また保健師の産後訪問でありますとか乳幼児健診におきましても個

別に周知に努めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 使われる方は、例えば帰省された方とか県外の方も使われると思います。

そういった方へは、これは周知されていると考えていいでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） すみません、もう一度質問お願いします。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 県外の方、県の事業だから大丈夫かと思うんですが、そういった周知はど

うされているかを。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 県外から帰省された方につきまして、個別の周知は難しいと考えており

ますので、ホームページ等での周知ということになろうかと思います。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） なかなか難しいことでありますが、しっかりこれを使っていただくしかな

いので、そのようにしていただけたらと思います。次に、公園や遊び場についてです。なお、

遊び場については、これまで同僚議員が舞ロードＩＣ千代田に隣接する芝生広場や北広島町ま

ちづくりセンター横広場への遊具等の設置について何度か質問していますが、利用方法や費用
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等の面で難しいとの回答になっています。また、代替案として、町内にある他施設の遊具等の

利用を推奨されていました。しかしながら、北広島町まちづくりセンターが完成し、隣の商業

施設とつながるなど、役場の近くの拠点づくりが進んでおり、また役場周辺においては、今後

も駐車場や新しい住宅も整備される予定になっています。物価や資源高で生活の厳しい中、お

金をかけて離れた場所へ遊びに行くのは難しいのではないでしょうか。また、例えば舞ロード

ＩＣ千代田近くの公園で、そのような設備があれば、遊びに来る若い世代が増えることも予想

されます。道の駅にとっても良い影響が生まれると考えられます。そこで質問します。さらな

る魅力化を図っている中、集客力やにぎわいを高めるため、子育て世代の多い役場周辺の公園

や千代田運動公園、そういった所に遊び場を整備するべきと思いますが、どうお考えでしょう

か。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 遊具等の設置につきましては、これまでの繰り返しにはなり

ますが、各公園の利用方法や費用等の理由により難しいのではないかというふうに考えており

ます。既存の施設や自然を活用した遊び場の利用などを提案する中で、いずれにしましても、

町民の方からのいろいろなご意見がある中で、関心の高い事案でもあるというふうに思ってお

ります。これからも様々な意見を参考にしながら検討していきたいというふうに思っておりま

す。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 町民の方からもいろいろ意見が出てるということで、例えば、いろんな意

見があると思いますが、賛成反対いろいろあると思うんですが、どういった意見が具体的に、

二つ、三つ代表的なもの、反対も賛成も含めて上げていただければ、どういった声が上がって

いるでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 私の把握するところではございますけども、大型遊具という

のが１か所あれば子どもを自由に遊ばすことができるといったような観点から、どこかに設置

してはもらえないかという意見がございます。片や北広島町の自然、そういった中での伸び伸

びとした遊びというのも魅力があるというふうに言われる意見もございます。そういった様々

な意見ある中で、どういったことがいいのかということを考えていきたいというふうに思って

おります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 様々な意見に耳を傾けていただいて、先ほど費用の面というのも上げられ

ましたが、設置や整備の維持費が懸念されるのであれば、例えばパークＰＦＩなどの民間活力

を利用することも検討されてはと思うのですが、どうお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 当該制度につきましては、当町の現状になじむかどうか参考

にさせていただきたいというふうに思っております。そういった中で、民間事業者の公園内へ

の誘致につきましては、採算面でなかなか厳しいのではないかというような認識も持っており

ます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 採算面で厳しいと。このすぐ近くにあるのどごえ公園、私も時々行くんで
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すが、時々休みにいくと屋台が出ています。道の駅など、そういったある程度の集客が見込ま

れれば、そのような個人とか民間の出店も予想されます。また民間活力の利用でいえば、ほか

にも例えばネイミングライツ、そういった方法も考えられます。遊び場がないということに対

する否定的な意見が多いということに対しては、やはりこれに対応していくと、充実していく

んだったら対応していく。そういった姿勢が重要になってくると思うんですが、答えも重なる

かもしれませんが、どうお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） まちづくりセンター等でのイベントの際の例えば飲食につい

てはキッチンカーを呼んで営業してもらうといったような方法も実際にとっております。ある

程度負担もかからず、採算の取れるやり方で、そういった環境のほうは提供していきたいなと

いうふうに思っております。いずれにしましても、そういったことを総合的に考えながら、こ

ういった遊具の課題等も考えていきたいというふうに思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） まだ将来的になるかもしれませんが、やはりそういった声は上がっている

し、私は取り組むべきと思いますので、ぜひ、予算がない中ではありますが、検討を続けてい

ただければと思います。なお、この第２期北広島町子ども・子育て支援事業計画の中では、子

どもの安全の確保として、通学路や生活道路の安全確保が掲げられています。そこで質問しま

す。町内の通学路において、児童や保護者、地域の方や学校関係者から危険とされている箇所

の報告や相談はあるでしょうか。また、あるとすれば、その数はどのぐらい上がっているでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 本町では、児童生徒の安全確保を図るため、平成２６年７月策定の

北広島町通学路交通安全プログラムに基づく毎年学校を通じての要望や地域協議会からの要望

などから、通学路の危険箇所を集約し、対策を講じております。令和４年度における報告箇所

は５０か所となっております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、今報告いただいた中で、緊急度が高く早急に取り組む必要があ

る場所はあったのでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校などからの報告を受け、現地確認したところ、緊急度が高い箇

所もございました。それを受け、転落防止柵の設置や草刈りを実施するなど必要な対策を取っ

ておるところでございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 学校から報告を受け、対策されているということで、それら対策を行った

のは、大体何か所というのが分かるでしょうか。また、その対策は、雪が降ってきますが、対

策は完了したんでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 今年度の対策につきましては、１０件程度対応したというふうに理

解しております。この交通安全プログラムに基づく対応につきましては、町のホームページに

も公表しておりまして、令和３年度分につきましては、２１件具体的なものに取り組んで、ほ
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かの取組ができなかったものにつきましても通学指導であったり、パトロールやカラーコーン

の設置などで実際に取り組んで、継続的に取り組んでいるという状況でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 対策を行ったのは１０か所ぐらいで、対策が完了したのかどうかというの

をちょっとお答えがなかったような、完了はしたんですかね。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 転落防止柵の設置や草刈りを実施した箇所が１０か所程度というこ

とでございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、車も含めて通学中の事故等がすごくたびたびニュースになっています。

報告が５０か所あったとのことで、対策、令和３年２１件あったとも聞いたんですが、具体的

な今後の対策計画、例えば何年度までに終わらせるとか、そういった計画は立っているのかど

うか、そこをお伺いします。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） これにつきましては、毎年危険箇所を集約をして、ずっと継続をし

て行っておりますので、いつまでに終わらせるといったものではございません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 危険度の高いものから随時終わらせていくと。そういった認識で考えてお

ります。次に住環境について伺います。令和４年３月に策定された第２次北広島町長期総合計

画改訂版の施策Ⅱの１、暮らしの基盤となる住環境の充実の中で、住まいづくりや相談支援、

定住につながる質の高い住まいの整備を上げられています。そこで質問します。暮らしアドバ

イザーや集落支援員を配置されていますが、相談件数はどれぐらいあるのでしょうか。また、

それらの主な内容についてお伺いします。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 相談件数は、令和３年度５３６件、令和４年度１０月末時点

で２６２件でございます。空き家の売手・買手、貸手・借手の双方から、空き家の相談に関す

ることはもとより移住を希望される方から農業や教育、交通や買物に至るまで定住に関する幅

広い相談を受け付けております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、幅広い相談を受け付けているといったことで、暮らしアドバイ

ザーや集落支援員の方が活動されていく中で問題点や課題点はどのようなものがあるでしょう

か。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 先ほど申しましたとおり、移住時のワンストップ窓口として、

移住者からは多岐にわたる相談を受け付けております。必要に応じて他部署と連携するなどの

対応をしておりますが、移住後に住民同士の様々なトラブルがあった場合に仲介を求められる

といったようなケースがございます。行政区長さんなど地元の方に取り次ぐなどの方法で対応

させていただいておりまして、良好な人間関係をつくるというところで大変苦慮している状況

でございます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。
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○１０番（服部泰征） 様々な努力をしていただいているということで、また業務内容のトラブル

の仲介など多岐にわたるということで、相談件数も結構多いですね、令和３年度が５３６件、

令和４年度もこの１０月末までで２６２件とかなり多いです。この役割、定住・移住には必須

な業務と思っていますが、人員は足りてるんでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 現在２人のアドバイザーを中心に空き家とか就職のこと等の

相談を受け付けておりますけども、質問にもございましたとおり、集落支援員が各地域４名、

合計４名いらっしゃいますので、こういった方とも協力しながら、空き家の案内とか地元の相

談、そういったことも対応している状況でございます。何とかその体制で現在はやり切ってい

るというところでございます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 相談は多いですが、今のところは何とか保っているということで、また、

足りないとこあれば考えていくといった認識ですかね。はい。今ありましたが、町内には多く

の空き家があり、対策に迫られています。また、町営住宅の維持修繕も引き続き考えていかな

ければなりません。しかしながら、その一方で、一部の地域には多くの民間アパートが建設さ

れています。そこで質問します。町営住宅について、現在の利用状況は。また、人口減少の中、

今後どのような維持管理を行っていくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 町営住宅のご質問でございますので、所管している建設課からお答えい

たします。町営住宅は１１月末時点での管理戸数は１９５戸、入居は１２５戸、随時募集中が

５戸、用途廃止予定の政策空き家が３９戸で、残りの２６戸は募集に向けての準備中でござい

ます。人口減少となる中の今後の維持管理でございますけども、本町では、町営住宅を含め、

４種類の特定公共賃貸住宅、町有住宅、町有千代田住宅を含め、３７１戸を管理しております。

それぞれ住宅に困窮する低額所得者等高齢者、障害者世帯、子育て世帯等の居住の安定を図る

ための住宅として現在活用しております。維持管理については、町営住宅等長期間有効かつ効

率的に活用するため、平成３０年に１０年間の計画期間で策定し、令和２年に見直しを行いま

した北広島町町営住宅等長寿命化計画に基づき、現在計画的に維持管理を行っております。今

後も社会情勢の変化や用途廃止や長寿命化事業等の進捗状況等に応じておおむね５年ごとに見

直し等行いながら、適切に維持管理を推進してまいります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今お答えいただいた中で、随時募集とか、募集に向けての準備中とか、そ

ういった表現があったんですが、ちょっと私はこの表現に詳しくないので、どういった状態を

指すのか、いま一度、その形態について教えていただけますか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的には定時募集、３か月ごとの定時募集がありますけども、その募

集で、募集されなかったものは随時募集として引き続き募集中の住宅となります。そのような

募集状況を鑑みまして、ある程度の一定戸数は募集前の準備中として確保しております。以上

でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 北広島町、全国的にそうですが、人口減が見込まれており、財政も厳しい
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状況です。５年ごとに見直すとありますが、例えば古くなったら修繕費が多くかかるなど、そ

ういった場合には、場合によっては町営住宅を削減していくと、そういった計画も上がってく

ると考えてていいでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 先ほどのお答えの中でも申しましたとおり、政策空き家の中には用途廃

止予定のものを含んでおります。それが現在３９戸でございます。これは長期の長寿命化計画

の中で、用途廃止予定としている住宅団地が何戸かございます。前回の議案の中でも用途廃止

をさせていただきました大塚住宅であるとか、今後も予定しております住宅団地がございます

ので、そのような形で推進してまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 状況を見ながら、そこは廃止等検討されていくということで認識しておき

ます。それでは現在確認できている空き家の状況は。また今後、これは増える可能性はあるん

でしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 議員お尋ねの空き家の定義は様々ではございますが、建設課で把握して

おりますのは、いわゆる放置空き家、適正に管理されてない空き家のことでございますが、平

成２８年度に調査して約２００件でございました。様々な情勢、社会的状況変化、それとか住

居される方がいなくなったことによるもので、増減はあると思いますが、現在のところ、動向

までは把握しておりません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 動向は把握、今後されることはあるのか、それとも、やはりもうこれはし

ないのか、それは今後どうお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 様々な要因によっては増減するとは思います。建設課でいう放置空き家

というのは相続等の権利者の方々が適正に管理されていない、それによって破損とか損壊がひ

どくなって近隣にご迷惑をかけるというような空き家については、今後増えていく可能性あり

ますし、町がやってます空き家バンク等によっては、そういったものが減る可能性もあります

ので、どちらとも言えませんけども、また適正な時期には調査させていただきたいとは思って

おります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それは続けていただきたいと思います。先ほども言いましたが、この空き

家対策、そういったのが必要となる中、一部の地域ではアパートや戸建ての住宅が増えていま

す。民間の投資による新築が増えるのは、税金も含めていいことだと思うんですが、人口減少

の状況下では、将来的にそこに移られて、住んでいたとこは空くといった空き物件が増える可

能性があります。メリット・デメリット含めてどう思われているでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的には民間投資による状況の需要と供給のバランスによる新築であ

ると思っておりますので、基本的には町としてのコメントはございません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そうですね、確かに民間のやってることで、そこに行政が口を出すという
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のもなかなか難しいと言えるんですが、先ほどおっしゃられたように、需要と供給のバランス、

それもあるんですが、人口減少の現在です。新築が増えると空き家も増えて、また建てるため

に例えば農地が減ったりとかいうので、保水力も下がったりとか、地域流水とかやってますが、

そういった保水力も下がると、そういった状況も出ると思います。まちづくりは、官民の協力

があってこそと思ってますので、例えば新築を増やすだけではなく、そういった特定空き家、

空き家とかの再生を促すなど、民間との協議というのは、私は別にしてもいいんじゃないかな

と思うんですが、そういったことは可能でしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 空き家をいかに減らすかというのは喫緊の課題というふうに

思っております。しかしながら、住宅戸数も先ほど答弁にもあったとおり、かなり活発に経済

活動の中で建設されているといったような事情もあります。いかに空き家を減らすかというと

ころなんですけども、住む人がいなくなければ当然空き家になるというのはやむを得ないとい

うことを考えますと、例えば親が亡くなった後、そのまま長い間放置しておくというのではな

くて、住まなくなった空き家については、状態のいい時期になるべく早く空き家等のバンクに

登録していただいて、また市場に出していただくというような方法がいいのかなというふうに

思います。そういった行動を促すために先般講演会を開いたり、いかに早目に空き家をそうい

った場に出すかといったような方法をいろいろと考えたところでございます。古くなる前に、

手遅れになる前に有効な利活用を考えるという方法を町としても推奨していきたいというふう

に思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 私としては、そこへもう一歩踏み込んで、さらにそういった様々新築を建

てるメーカーさんとかとそういった空き家再生とかに取り組むような協議とかを持っていくの

も一つの手なんじゃないかなと思っているんですが、その辺はちょっと厳しいと受け止めてて

いいでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 実際にそういった動きをされているＮＰＯとか事業者の方も

かなりいらっしゃいます。そこはしっかり連携しながら事業を進めていきたいというふうに思

っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 民間投資は良いことなんですが、やはり建てて終わりではなくて、まちづ

くりは官民なので、そういった建てる意欲のあるメーカーさんとはしっかり協議をして、こう

いった物件をちょっと再生してみてよと。そうしたら積極的に町が担っていってもいいんじゃ

ないかなと思ってますので、すぐには難しいかもしれないんですが、検討していただけたらと

思います。これらのことを踏まえまして、北広島町における生活環境の利便性や将来的な持続

性を考えた時、今後の住宅環境はどうあるべきと考えられるでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 今後も町営住宅は、住宅に困窮する低額所得者等の居住の確保を図るた

めにある一定必要戸数の確保は必要でございますので、社会情勢等の変化を見極めつつ、必要

住宅の確保に努めてまいります。また、町営住宅や特定公共賃貸住宅は民営借家市場を補完す

る役割がございますので、これも併せて社会情勢等の変化を見極めつつ、適正な戸数確保を努
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めてまいりたいと思っております。そういった上で、安全・安心で快適な住生活の実現のため、

関係部局と連携しながら、誰もが安心して暮らせる良質な環境整備に努めてまいりたいと思っ

ております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 町営住宅も一定程度必要とのことです。ただ、古くなると修繕費もかかっ

て、また設備も使いにくくなっています。例えば利用の少ない民間アパート有効活用とか、そ

ういったことを考えられることはないでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的には様々なパターンを想定して調査研究してまいっておりますが、

そのようなことも当然検討する課題の中には入っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 次に高齢者世帯の生活環境について伺います。核家族化が進み、高齢者の

方だけの世帯も増えています。要支援や要介護の認定を受けられ、施設等へ入所されている方

もおられると思いますが、自宅で生活されている方も多くおられます。高齢者への介護や福祉

計画については、令和３年３月に策定された第８期北広島町高齢者保健福祉計画及び介護保険

事業計画にありますが、今回は、その計画についてではなく、その他の日常生活に関すること

について質問します。要介護の認定を受けた方や一定の障害がある方で各種保健サービスとの

タイミングが合わなかったり、また家族や地域の方の協力が得られない場合、ごみ出しが困難

になることが予想されます。出向いて収集するサービスを行っている市町もあるとのことです

が、北広島町において、そのような要望はあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 現在ホームヘルパー等が自宅で暮らす要介護者の日常生活の援助をする

中でごみ出し等の支援を行っておりますが、要望はあるものと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、要望はあるとのことですが、そういった要望があった場合、対策を取

ることは考えられているでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 家族や地域の方の協力であるとか、サービスを利用していただくという

のがまず基本と思っておりますけども、先ほどおっしゃったように、タイミング合わなかった

りするということもあると思います。先ほど話もありましたように、県内でもごみ出しが困難

な方の支援を行っている市がありますので、どのような方を対象とするかといったような一定

のルールを持ってサービスを行う必要がありますので、今後検討してまいりたいと思っており

ます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） では、検討していただきたいと思います。過疎化が進み、商店が減少して

いる地域も多くあります。車の運転が難しくなった場合、買物に困ることになります。そこで

質問します。商店の閉店や免許返納により買物に困るといった声は聞いているでしょうか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 家の近所の個人商店の閉店やＪＡの売店が閉店するということで、

買物をどうして行けばいいかという声は聞いております。
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○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは対策として、例えば買物代行や移動販売といったことを行ってい

るところがあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 買物代行をしているといった情報は今のところございません。移動

販売につきましては、町内のコンビニエンスストアで曜日を決めて各地域へ回っておられると

ころはございます。また豊平地域に数か所、安佐北区可部から移動販売者が毎週こちらも曜日

を決めて来ているということは聞き及んでおります。ほかにカタログで商品を選んで翌週配達

してもらえるサービスを行っている生協ひろしま等があると認識をしております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それらの今、お伝えいただいたサービスで買物に困る方へのサービス、そ

れは可能だと。困っている方の対応は全て可能だと考えてらっしゃるでしょうか。今言われた

対策で困っている方は大体いなくなるのかといったこと等、それから、もし対応が難しい場合、

相談を受けたらどんな対策を取れるのか、そういったことについてお伺いします。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 現在、民間等で行っておられる移動販売などでの対応で十分かと言

われると、やはり困っておられる方はいらっしゃると思います。ただ、その方々の対策という

ことで、いろいろと要望はお聞きはしておりますけれども、行政としてできる範囲のことはや

らさせてもらおうとは思いますが、なかなか具体的には対応がしきれてない状況はございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 全ての要望は応えるのは難しいと思います。そういった相談は聞かれると

いうことなので、また、民間も含めて一緒に解決していただけたらと思います。生活において

は、食品等日常生活に必要なものを購入したり、農業されている方であれば、農作物を売る場

合もあります。しかしながら、車を運転しなくなった場合は難しくなります。かといって、毎

回タクシーや民間宅配サービスを利用するとかなりの費用がかかるのもあります。北広島町に

は、町内を走る路線バスやホープタクシーがあり、それを有効活用するのも一つの手ではない

でしょうか。そこで質問します。町内の公共交通機関を利用して食品や生活用品などを届けて

もらったり、育てた農作物等を販売先へ届けてもらうなどの人と物品を同時に運ぶ貨客混載が

有効と思われるが、どう思われるでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 公共交通機関を利用した貨客混載の取組は、議員おっしゃる

ように、農業振興や環境問題、不足するトラックドライバーの確保などで、利用者の少ない公

共交通機関において有効な利活用策と言えると思います。また一方、食料品や日用品などを届

けることに関しては既に民間事業者が行っており、ある程度の方がサービスを利用している現

状もございます。北広島町内では、総企バスが平成２７年度より芸北地域の農産物を舞ロード

ＩＣ千代田の産直売場に届ける取組を既に行っておられます。これからの持続可能な公共交通

機関を考える上でも貨客混載の取組を継続して検討する必要があるというふうに思っておりま

す。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、説明いただきました、そのルートというのは、農作物を舞ロードに届
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けるといったそのルートしかないんでしょうか。

○議長（湊俊文） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 総企バスさんが行っておられる貨客混載の取組につきましては、芸

北地域のバス停から道の駅舞ロードＩＣ千代田までのルートしかございません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 例えば千代田地域から芸北地域、逆へ弁当とかそういった食材を届けるこ

とができれば、様々な病気に対する療養食、そういった方でも届けることができます。そのよ

うな柔軟に使える貨客混載ができれば便利になると思われるんですが、今後検討される予定は

あるでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 先ほども申しましたとおり、結構余裕のある公共交通がござ

いますので、それの有効な利活用手段としては、そういった取組も可能ではないかというふう

に思っておりますので、引き続き検討していきたいというふうに思っております。以上でござ

います。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは次に障害者の環境について伺います。北広島町では、障害者が安

心して暮らせるまちを目指して、令和３年３月に第３期障害者福祉計画、第６期障害福祉計画、

第２期障害児福祉計画を策定され、取り組まれています。その中で、住まいへの支援として多

様な住まい方の支援、障害者の住宅改修支援、町営住宅のバリアフリー化を掲げられています。

そこで質問します。コロナ禍で社会情勢も大きく変化しました。障害者の方からの住宅ニーズ、

施設不足や自宅希望などのそういった要望は、現在どのような状況になっているでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 現在、町内・町外の入所施設に入所を希望され待機者となっている方は

現在１０名おられます。ですが、コロナ禍を理由に居住環境を変えたいといった相談は、現在

のところございません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今待機されている方が１０名、その待機されている１０名の方はどのよう

な過ごし方というか、家で待っている状態なんでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 大体ご自宅でお住まいをされております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そういった方、自立して生活していくためには、障害に応じた住まいが必

要になります。住宅改修の給付事業や住宅整備資金貸付事業の利用状況はどうでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 住宅改修費給付事業につきましては、手すりの取り付けや段差解消など

について２０万円を上限に助成するものでございます。令和元年度に１件、令和３年度に１件

の給付を行っております。また、障害者の住宅整備資金貸付事業につきましては、障害者の専

用居室等を増築・改築するための資金の貸付を行うものでございますが、近年は、貸付実績は

ございません。

○議長（湊俊文） 服部議員。
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○１０番（服部泰征） 今、お伺いした中で、住宅改修費給付事業が計２件、また住宅整備資金貸

付事業は実績なしとのことで、私としては、これは少ないかなと思うんですが、これは対象者

がいないのか、また制度を知らないのか、また、こういった要件等が厳しくて使いづらいのか、

そういった理由が分かるでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 住宅改修費給付事業の対象者は、下肢体幹機能障害、また運動機能障害

の３級以上の方に限定をされておりますので、かなり障害が重度の方が対象となります。この

サービスの周知なんですけども、手帳取得時にそれぞれこういったサービスがあるというふう

に対象者の方にはお知らせをするようにしております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、制度を知らないんではなくて、そういった要件に合われる方が

この程度あったということで認識をしておきます。それでは町営住宅のバリアフリー化につい

ても進めていくとあります。先ほど住環境の質問のところでも触れましたが、町営住宅につい

て、今後どのようなバリアフリー化も含めて、どのような形を目指していくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 町営住宅につきましては、介護保険等の利用も含め、他の制度と調整し

ながら、必要な部分について対応してまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） さて、障害者が健常者と同じように情報を得られることを目指し、令和４

年５月に障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法が成立しました。内閣

府によると、この法律は、全ての障害者が社会を構成する一員として、社会・経済・文化その

他あらゆる分野の活動に参加するためには、その必要とする情報を十分に取得、利用し、また

円滑に意思疎通を図ることができることが極めて重要であるということに鑑みて、障害者によ

る情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策に関し、基本理念を定め、国、地方公共団体

等の責務を明らかにするとともに、障害者による情報の取得や利用、意思疎通に係る施策の基

本となる事項を定めることなどにより、全ての国民が障害の有無によって分け隔てられること

なく、相互に人格と個性を尊重しあいながら、共生する社会の実現に資することを目的として

います。そこで質問します。この法律について、北広島町としてはどのような見解を持たれて

いるでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） これまで意思疎通支援につきましては、障害者基本法や施策の中で明記

をされておりましたが、単独で情報アクセシビリティを取り上げた法律が制定され、その理念

や国、地方公共団体の責務が明記されたことは障害者が直面をしております情報格差の解消に

向けて大きな一歩であると考えております。この情報格差を解消するため、医療、介護、保健、

福祉、防災、教育、労働、交通、放送など、あらゆる日常生活分野において官民を問わず取組

を進めることが必要であると考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、ご説明いただいたように、この法律には、新たな機器、サービスなど

の情報伝達手段、開発に対する助成や、防災、防犯及び緊急通報などの情報を迅速、確実に取

得するための設備、機器の設置、手話通訳者や介助員など意思疎通の支援者の確保や養成など
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が盛り込まれています。そういったこともあり、障害者の方が生活していく上で必要な法律と

いえます。そこで質問します。北広島町では、この計画を策定されているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） この法律に関わっての個別計画は策定をしておりませんけども、法第９

条に定められておりますように、第４期障害者福祉計画を策定する際にこの法律の趣旨を踏ま

えたもので策定をしてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 第４期に策定をされるということで、その策定時期というのは、いつぐら

いになるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 現在第３期の障害福祉計画が令和８年度までになっております。８年度

に次期４期を策定しますので、８年度に策定予定としております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 令和８年度、あと２年ぐらいあると思うんですが、この情報というのは格

差があると、先ほども言いましたけど、防犯とか防災で、かなり不具合が出るんじゃないかな

と思ってます。こういった、まだ先なんですが、策定時期がちょっとまだ先なので、障害者が

不利益を被るんじゃないかと心配されるんですが、そのあたりどうお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 個別計画にのせていくのは８年度でございますけども、それぞれいろん

な事業展開をしていく中で、こういった視点を持って障害者に優しい情報伝達に取り組んでい

ければと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 気をつけて、計画はないけど取り組んでいくということですので、安心し

ました。それでは最後に町長にお伺いします。今回は子どもの遊びや通学路、定住のための住

環境、高齢者の生活支援や障害者の情報取得などについて伺いました。近年、コロナ禍により

地方が見直されてきていますが、やはりまだまだ都会への流出は続いています。しかしながら、

生活しやすいという実感できるまちであれば、最終的には定住先に選ばれると思います。そこ

で質問します。生産年齢人口の減少や様々な要因により厳しい財政状況の中ではありますが、

生活しやすい環境を目指して今後どのようなことに力を入れて取り組まれていくんでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 都市部の自治体が行うような真新しくて大規模な事業の実施

は、なかなか財政面で厳しいのではないかというふうに感じております。協働のまちづくりの

中で、住民と行政が一体となり、地域の資源を生かし、地域内で経済が循環するような仕組み

づくりに取り組んでまいりたいというふうに考えております。具体的にはカーボンニュートラ

ルとか情報発信、都市部との連携、女性の起業支援など考えております。いずれにしましても、

町の長期総合計画や総合戦略に掲げることを着実に実行してまいりたいというふうに考えてお

ります。以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、言われてましたが、地域の資源を活かしてということで、地域内の経

済循環、カーボンニュートラル、また、そういった様々な取組があると言われたんですが、や
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はり先ほども言いましたが、そういった取組についてやはり官民の連携も必要ですし、公共サ

ービスのそういった柔軟な運用も必要と思います。やはり町長のリーダーシップが求められる

と思うんですが、町長、所見があれば最後にお伺いします。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） ゼロカーボン宣言をした中で、こういった取組も地域資源を活かした取組の

一つだというふうに思っておりますし、これから行政だけでは到底できないものだというふう

に思っております。協働のまちづくりで、先ほど言いましたように、町民の皆さんと協働しな

がら進めていくことが今から多くなるというふうに思っております。一般社団法人のまちづく

り会社はなえ～るも本年度設立しましたけども、これも地域資源を活かして地域内経済循環を

図っていこうというものでありまして、これらも最初は小さなことから積み重ねていかなけれ

ばならないと思いますが、この先大きなものにしていきたいと思っております。いずれにしま

しても、町民の皆さんと力を合わせて進めていかなければ成果が出てこないものはたくさんあ

ると思いますので、そういう意味では、そういったところをしっかり進めてまいりたいと思っ

ております。

○議長（湊俊文） これで服部議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。３時１０分

までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ３時 ００分 休 憩

午後 ３時 １０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。１番、亀岡議員の発言を許します。

○１番（亀岡純一） １番、亀岡純一です。私は今回、財政健全化への取組について質問させてい

ただきます。よくいろいろなところで、厳しい財政状況という言葉をつい先ほども耳にしまし

たけども、よく聞きます。ところがこの財政というのが分かってるようで、なかなか分かりづ

らい、それではいけないなと思いまして、私自身勉強しないといけないと思いながら、またこ

ういう質問をさせていただこうと思っております。それで、なるべく分かりやすい表現にした

いと思いますし、また理解の不十分なところで間違った表現だとか、そういうところが出てく

れば、財政政策課長のほうで指摘していただければというふうに思います。それで、北広島町

の財政状況と、財政健全化への取組について、今回は財源保障という観点を念頭に置いた上で

考えてみたいと思います。ここでいう財源保障というのは、一般交付税の交付団体であるとい

うことを前提にして、一般財源が、これ使い道が特定されていない財源のことであるというこ

とですけども、この一般財源の中には、地方税だけではなくて地方交付税も入りますよと。そ

れから別の言い方をすれば、基準財政収入額のほかに留保財源、特別交付税、あるいは普通交

付税、こういったものも含まれますよと。そういったところ、財源保障がされているというこ

となんですけども、まず、町の財政というのを分かりやすくいうと、私たちが納めた税金をこ
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れを基にして、歳入と歳出のバランスを取りながら、この町の運営を持続的に、持続性を確保

して、現在と将来の町民の皆さんのためになることをしていきましょうと。しかしながら、そ

れをやっていく上で、町独自で町の税金をそこに投入したとしても、まだまだ足りないという

ところを国がそれぞれの地方公共団体が果たしていかなければならないその責任を果たすこと

ができるようにということで、地方財政計画を通じて地方交付税や地方債など、そういうもの

を使って財源保障をしているということであります。そこで、北広島町発足からの財政状況を

分析して、町としての将来の見通しをどのように考えているのか。そしてどう取り組もうとし

ているのかというあたりについて質問をしていきたいと思います。まず最初に、ちょっとパネ

ルを見ていただきたんですが、皆様のお手元に資料をお配りしております。資料の１―１、１

―２というところでありますが、まず、１―１、実質公債費比率と将来負担比率をグラフに表

しています。まず、１－１のグラフは、合併当初から令和３年までの間のそれぞれの変化を表

したもので、グラフでいうと、上のほうの赤い色が、これが将来負担比率になります。そして

グラフの下のほうに見えている青い折れ線グラフ、こちらが実質公債費比率というふうになり

ます。このグラフを財政状況の変化ということでどのように受け止めているかということ、ま

ずこれをお聞きいたします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 今、議員がお示しをされましたグラフ、実質公債費比率と将来負担

比率、これの経年変化をどのように受け止めているかということにつきましてお答えをさせて

いただきます。まず、実質公債費比率なんですが、これは団体の決算額、いわゆる地方公共団

体の決算額、こちらの中で借入金の返済に占める割合を示したものでございます。もう一つの

将来負担比率、これにつきましては、団体が抱えております負債、あと基金の残高なども加味

されるんですが、そうしたものを総合的に見て持続かどうかというのを比率に表したものとい

う、いずれにしましても、どちらも地方公共団体が健全化をしているかどうかを判断する中で

重要視される数値でございます。本町におきましては、この２つの指標については、合併以降

の取組、普通建設事業費の圧縮でありますとか平準化、さらには財政運営上、事業を行う際に

は有利な起債を発行する、そうした形を取ることによりまして、年々、グラフが示しておりま

すとおり、年々数値は減少してきておる状況でございます。しかしながら、実質公債費比率に

つきましては年々下がっているという状況ではあるんですが、本町は、県内でも、また全国的

にも高い水準に現状もありますので、引き続き健全化に向けた財政運営を行っていく必要があ

るというふうには考えております。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 今、財政政策課長の答弁の最後のほうで、実質公債費比率が県内でも厳しい

状況、数値的に厳しいという話でありましたけども、これを私も非常にショックを受けたこと

が実はありまして、この１０月に滋賀県のほうで議員研修を受けてまいりました。そこで、財

政の分野について勉強させていただきましたけども、全国から、北は東北、南は鹿児島あたり

からでしたけども、参加された自治体の議員が４８の地方自治体の市町の議員が参加して、そ

こに私も参加しました。その時に、そのデータを持ち寄った中に実際公債費比率を出してみる

と、その４８市町の中で、我が北広島町が一番高い、それが令和２年の数値でしたから、１４．

４という実質公債費比率の数字でありましたけども、一番高かったんですね。これはショック

受けました。低いところは一桁の下のほう、わりかし中国地方の市町は１０あたり、１０を超
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えているところもまあまあありましたけども、１４．４というのは非常に高いほうであったと

いうのをショック受けました。それほど、確かに厳しい状況にはあるんだなということを感じ

ました。先ほどのグラフでありますけども、答弁の中でも言われましたように、合併当初、将

来負担比率はなんと２３５．４という数字でありました。驚くべき数字、これは将来にすごい

負担を残すということでありますが、それが現在にかけて、これほど一生懸命努力してきたと

いう跡が見えるかなというふうには思うんですけど、ちょっとこの辺、合併当初、何でこんな

に大きな数字になっていったかというところについてお伺いします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 合併当初、なぜ将来負担比率、実質公債費比率も含めてだと思うん

ですが、高かったかというところにお答えさせていただきます。今と比べていただければ分か

ると思うんですが、将来負担比率を算出する際には、一応計算式がありまして、その計算式の

中で重要な部分を占めるのが負債額という言い方がいいのかどうかあれなんですけれども、い

わゆる起債地方債の残高、これが負債として計上されます。将来的にこれを負っていかなきゃ

いけないという言い方をしたほうが見やすいかもしれないんですけれども、そちらの金額が合

併当初と比べて、ほぼ１００億円程度削減されたというのが一つの将来負担比率の高かったと

ころ、高かった要因になります。併せて実質公債費比率もそれだけの債務がありますので、償

還金額も当然高くなる。一番ピークの時には恐らく３０億近くの金額を払っていたんじゃない

かと思うんですが、そうした債務が減っていくことによりまして、償還金額も徐々に減ってい

っている。これが数値があれだけ高かったものが低くなってきているという要因だというふう

に考えております。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） もう一つ、資料の１―２になりますけども、今の話で、視点を変えて、縦軸

のほうに実質公債費比率を持ってきて、それから横軸のほうに将来負担比率を持ってきてグラ

フにしたものが１―２のグラフになります。それを少し拡大して取り出したものがこのパネル

でありますけども、これを見ていただくと、平成２８年度からを取り出してみますが、２８年、

２９年、３０年、それから令和１年、２年、３年というふうにグラフでいうところの左下のほ

うに向かって進んでいってるということが分かります。これは何かというと、どちらの数値も

小さいほうに向かって進んでいってるので、簡単にいえば、よい方向に進んでいるということ

が言えると思うんですけども、そういう傾向にはあるんだなということは、これで分かりまし

た。それで次の質問ですけども、経常一般財源と特別交付税、それから臨時財政対策債、これ

を合わせて一つの指標として、その中で、義務的経費充当一般財源、これをまた合併当初から

の推移をグラフにしたものがお手元の資料２―２になります。それについて、これをどう読み

取るのかというところをお願いいたします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 経常一般財源、特別交付税、臨時財政対策債合わせまして経常一般

財源等というふうに呼ばせていただきますが、こちらにつきましては、各年度におきまして特

殊な要因による増額がなければ減少傾向にあり、これらを充当します義務的経費、こちらは歳

出におけます人件費、扶助費、公債費、こちらが義務的経費と呼ばれるものに当たります。こ

うしたものに充当するものにつきましては、こうした義務的経費が短期的に削減することが難

しい性質を持つため、これまで人件費におけます適正な定員管理、または公債費におけます地
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方債発行額の抑制、そうした取組によりまして、長期的な削減に努めてまいっている状況でご

ざいます。その結果としまして、義務的経費充当一般財源は合併当初と比較して、およそ１０

億円の減額となっております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 経常一般財源等のところでありますけども、これが合併して１０年間は、合

併前の市町村が存在するものとみなして普通交付税が交付される。それが１０年続いた後、段

階的に減ってくると、それがこのグラフに現れている平成２７年あたりから下がってきている

という、そういう見方でよろしいんでしょうか。先ほどの答弁の中の減少傾向というのもそう

いうことで。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） そのように見ていただいて間違いないと思います。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） それからもう一つのグラフでいうところの灰色の棒グラフでありますけども、

ちなみにこのグラフの見方で、棒グラフと折れ線グラフが一緒に書かれてあります。棒グラフ

は、その年・年の数値を棒状に表してますが、折れ線グラフのほうは、２年間の平均値をプロ

ットしてありますので、大体の傾向として、年によって上下した変動を若干緩和する形で傾向

が分かるように折れ線グラフにしてあります。それを見ていただくと、義務的経費充当一般財

源という灰色の一番左側が６２億円あたりですね。それに対して令和３年には５２億円あたり

に減っているので、義務的経費が約１０億円ぐらい減額になってますよという、そういう話で

すね。次のグラフに移りますが、一般財源のうち人件費、公債費、扶助費、それから投資的経

費、それぞれの充当分がどのように推移してきて、これを将来、どのように見通しているかと

いうことについてお伺いします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 義務的経費のうち人件費については定員管理計画、先ほども申し上

げましたとおり、定員管理計画によりまして、ここ数年は２４億円台で推移しております。今

後、定年年齢が段階的に６５歳に引き上げられてまいりますが、効率的な事務事業の見直しも

含め、第４次北広島町行政改革大綱に基づきまして適正化を図っていく必要があると考えてお

ります。公債費につきましては、公債費、これは町が借入れをしているものについての返済に

当たるものを公債費と呼ぶんでございますが、合併後の一時期におきましては３０億円を超え

る時期がありましたが、普通建設費の圧縮、平準化等によりまして、令和３年度決算におきま

しては、一般財源充当は２２億円台まで減少しております。今後につきましては、可能な限り

大型事業が単年度に重複しないよう年度間調整を行うことで、適切な規模を図りながら、計画

的に実施していくことが必要であると考えております。また、扶助費につきましては、扶助費

というのが社会保障制度の一環として法で定められた者に対して行う支援が扶助費と呼ばれる

ものでございます。こちらにつきましては、合併後平成２８年度までは増加傾向でありました

が、直近５年度では、ほぼ６億円台前半で推移しており、今後については、ほぼ横ばいで推移

していくと想定しております。また投資的経費につきましては、投資的経費自体は、基本的に

は財源を求めて地方債の借入れを行ったりとかいう部分が多大ではあるんですが、そうした中

でも一般財源を充当しているものもございます。そこに特化してお話をさせていただきますと、

一般財源を充当すべき事業規模がこれが毎年度によって大きく変わります。ですので、先の義
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務的経費の３つの項目よりも増減幅が大きい推移というふうになっております。今後につきま

しては、大規模災害における緊急的な財政出動等を想定しつつも財政の硬直を抑えるために一

般財源充当を伴う投資的事業については慎重な判断を行う。遠回しな言い方になりますけど、

要は財源をしっかり見極めて、一般財源を充当すべきか、別の財源を求めるべきか、その別の

財源というのが国庫補助であったりとか地方債、起債であったりとかというのも総合的に考え

ながら実施していくことが必要であると考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） このグラフでは、一番最初に答えていただいた人件費がやはり大きなウエー

トを占めているわけですけども、その中で、今後６５歳定年、定年年齢が段階的に６５歳に引

き上げられるのでという話がありましたけども、そういうふうになってくると、傾向としては、

これは余り下がることは期待できないという、そういうことでしょうか。その辺の見方をお願

いします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 基本的に年数が延びるという考え方、あくまで財政計画上の話では

ございますけれども、年数が延びるという考え方でありますので、トータルでの財政には影響

はないというふうに考えてます。ただ、平準化を図っていく上で延びるというのが影響がある

かないかというところにつきましては、また財政計画のほうをしっかり立てていく上で考えて

いかなきゃいけないかなというふうには考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） それも検討の要因の中に入れていかないといけないという一つの要素として

ということですね。もう一つ、横ばいになってきたという話がございましたが、扶助費の話で

あります。扶助費については、これは様々な社会保障をしていく上で、これ横ばいになってい

くというのは高齢化によって増えるかなと思う反面、人口の減少も相まって、余り増えること

もなく横ばいになると、そういうようなことでよろしいでしょうか。その辺の見方、またお願

いします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 扶助費につきましては、確かに議員言われるとおり、高齢化が進む

というところで増える要因はあると思います。一方で少子化、あとは人口減少というところで

は減少というところで横ばいもしくは微減というような形になっているんだろうというふうに

考えております。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） このように財政というのを様々な切り口から見ていきながら考えていく必要

があるんだなというふうに思っております。この北広島町の留保財源についてお聞きしてみた

いんですが、この町としての留保財源はどのぐらいあるのか、また、この留保財源に対する思

いについてお伺いいたします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 地方財政において留保財源、留保資金ですね、こちらでいう。先ほ

ど議員が冒頭に申し上げられました数式でいう留保資金のことで申し上げますと、こちらは普

通交付税の算定に用いる基準財政収入額というのがございます。こちら交付税を算入する上で、

あるべき姿、基準財政需要額というところであるべき姿、消費する金額というのを出すんです



- 120 -

が、それに本町が税収がどの程度あるかというようなところを差し引くというような形になっ

ております。基準財政収入額におけますそちらの差し引く数字が基準財政収入額ということに

なりますが、基準財政収入額に算入されます税収見込み額のうち、算入対象とされない部分が

あります。ここを留保財源という形で申し上げておりますが、令和３年度におけるそうした留

保財源は９億４７００万円弱というふうに計算上は出ております。また、町としての留保財源

に対する思いということでございますが、留保財源、いわゆる財政力指数が高いほど留保財源

が大きくなり、財源に余裕があるとされているということが言われております。財政力自体、

本町は低いというところにありますので、財政力指数の高い市町と比べて少なく、数値的にも

厳しい財政状況であるということができると思います。しかしながら、本町が財政運営を行う

上で、地方交付税措置だけでは十分でない部分を当然こうした自主財源で補完をしていかない

といけないと。独自の財政需要に充てるためにも必要な資金であるとは考えております。以上

です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 今、説明していただいたように、この部分が町で税収として上がってきた部

分の中で、町の裁量で使うことのできる財源というふうに言えるかと思うんですけども、これ

が今の答弁であったような財政力指数というところが類似団体と比べても低いという数字が出

てますから、そこは余り多くないということかなと思いますが、先ほど説明のあった９億４７

００万円弱ということは、これが標準税収入額の２５％に当たる分がそれですよという定義に

なってましたから、今ので計算すれば、大体標準税収入額としては３８億円近くになるのかな

という感じがするんですけども、そういう見方でよろしいでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 本町の標準税収入額でございますが、３６億５２２３万円、これが

令和３年度の数字になりますので、ほぼ、そうした数字になろうかとは思います。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） それで、その留保財源をどう使うかというのが、ここが行政の手腕となって

くるのかなというふうに思うんですが、その辺について、先ほど思いをということで話してい

ただきましたけど、もう少し具体的に、どういうところに使おうというような話があれば、お

願いします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 留保財源が潤沢にあれば、これに使おうというところは選択肢とし

て広がるんですけれども、本町の財政状況からいえば、例えば一般財源を確保するために様々

などうしてもやりたい事業というのを我慢していただいている状況というのもございますので、

なかなかちょっとそうしたところに、これに使いましょうというところではいけないかなとい

うふうに考えておりますが、一般的に考えますと、例えば経常経費部分で当然人件費とか物件

費はもとよりなんですけれども、修繕とか、そうしたものに充てていきたいかなというふうに

考えているところはあります。ただ、なかなかそれだけの金額を捻出するというのは、トータ

ルで見て厳しい状況ではあるかなというふうには考えております。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） そのあたりが財政が厳しいと言われるゆえんかなともいうふうに思うんです

けども、それをやっていくために、先ほどのグラフでいうところの傾向をずうっとグラフの左



- 121 -

下のほうにどちらも数値を下げていくという方向に向かって、やっぱり継続して努力していか

ないといけないということかなというふうに思います。次の質問でありますが、以上の分析を

含めた総合的な見地から、町として、来年度及びそれ以降の財政健全化へ向けて具体的にどの

ように取り組もうとしているのか、所見をお伺いいたします。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 今後の取組等にございますが、本町は合併当初、大変厳しい財政状

況でありました。そうした状況におきましても、公債費負担適正化計画、これは公債費、実質

公債費比率が１８％以上の団体は必ずやらなきゃいけない計画というのがありました。併せて

財政健全化計画、その１８％以下に持っていくために財政も健全化していきなさいという計画

をやってまいりました。それ以降、北広島町行政改革大綱、こうした取組などによりまして、

財政健全化に向けた取組、具体的には、大綱の中にも明記しておりますが、確保できる歳入に

見合った歳出での財政運営、あとは公債費部分について、プライマリーバランスの黒字化など

の取組を実施してきたことで、実質公債費比率及び将来負担比率は、先ほど議員もおっしゃら

れましたように年々改善している状況にございます。また、一般財源につきましても、歳入の

面では、確保に向けた努力を行うことで一定額を確保し、歳出の面では経常経費などの削減、

投資的経費の圧縮、平準化を図りながら、確保できる範囲内での行政運営を徹底することで、

財政健全化を図っている状況でございます。今後につきましても、これまでのこうした取組を

踏襲しつつ、他市町の事例なども研究をしながら、新たな考え方なども取り入れながら、持続

可能な財政運営を実現してまいりたいと考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 合併当初、答弁の中にあったように、実質公債費比率が非常に高かったので、

様々な制限がある中で、いろいろ計画を立てて、それに従っていかないといけなかったという

ところを乗り越えて今の段階までやってきたと。ところがまだまだ厳しいという状況にあるこ

とはよく分かりましたが、これをずうっとそのままいって、確かにそういう傾向続けていかな

いといけないんですけども、逆に打って出るということも必要ではないかなというふうに思う

わけです。絞るところは絞りながら、逆に今度は入れるところを考えていくという、そういう

話も必要になってくるんじゃないかなというところで、次の質問に入りますけども、今後の財

政健全化に寄与する可能性に期待を込めまして、この町内の森林資源を活用した林業再生の分

野から、この産業の活性化に向けての質問をさせていただきたいと思います。まず、森林環境

譲与税の話であります。政府与党は、森林環境譲与税の制度を見直すという方向で検討に入っ

たという新聞報道を１１月の初めに見ました。山間部や林業振興に熱心な自治体への配分を増

やす案であると。今後、北広島町への配分が当初の予定よりも増えることが想定されるわけで

すが、その場合、町としての森林政策の見直しというのは考えられますか、お伺いいたします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林環境譲与税は、主に森林整備の財源として充てられるものでござい

ますけども、増額となった場合につきましては、全員協議会等で説明いたしました北広島町の

森林環境譲与税の活用に向けた基本方針に基づきまして、北広島町ゼロカーボンタウン宣言で

ありますとか、生物多様性きたひろ戦略などの町の施策と森林資源の新たな活用につきまして、

課を超えた取組、いわゆる農林課のみならず、ほかの課とも連携しながら、取組を進めていき

たいというふうに考えております。以上です。
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○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） うれしい話ではないかなと思うんですけども、これまだ、どのぐらい増える

かというのは分からないでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 具体的なものはまだ入っておりません。今現在の算定割合につきまして

は、私有林の人口面積に対しまして５０％、それから林業の就業者に対するものが２０％、人

口に対するものが３０％という形で交付されているものでございます。このものの割合がどう

いうふうに変わるかにつきましては、まだ情報が入ってません。情報等については把握してな

い状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 森林環境譲与税のその使い道でありますけども、挙げられている項目の中に

人材育成、担い手確保に充てることというような項目がございます。この方面に力を入れてい

くということは非常に重要ではないかなというふうに思いますので、これを提起したいと思い

ます。というのが、かつて林業を盛んにやっていたものの、林業の衰退によって、この担い手

が非常に少なくなって、いざ、また復活しようとした時にそれをやる人がいないということが

現状あると思います。この辺を様々な方面から、公も民間も様々な方面から、そういうところ

に力を入れていかないといけないと思うんですけれども、これに対しての町としての所見をお

伺いいたします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林に関わります人材育成、担い手確保につきましては重要であるとい

うふうに考えております。先ほど申しました、北広島町の森林環境譲与税の活用に向けた基本

方針におきましても、４つの柱の中の１つといたしまして、森づくりを担うひとづくりを定め

て取組を進めていきたいというふうに考えております。町内には森林整備事業を実施いたしま

して、広島県木材林業者登録規約によります登録された事業者につきましては１７社ある状況

でございます。しかしながら、新規就業者の確保と定着が課題となっている状況でございます。

地域の関係者と連携を図りながら、新規就業者の確保でありますとか通年雇用化の促進、それ

から就業環境の改善、林業就業者の安定確保や林業教育を推進してまいりたいというふうに考

えております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） この話は、町のゼロカーボンタウン宣言にも非常に追い風になる話ではない

かなというふうに思いますが、その辺の観点から、町の所見がございましたら、お願いいたし

ます。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 町といたしましても、北広島町ゼロカーボンタウン宣言をしたところで

ございます。この実現に向けても、先ほど言いました基本方針の中でも取り組む中で、木材活

用の促進というところで大きな柱として取り組んでいきたいというふうに思っております。こ

れにつきましては、町民課等も連携しながら、今後具体的なものにつきましては、この基本方

針でありますとかカーボンニュートラルの計画と連携しながら取組を進めていきたいというふ

うに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。
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○１番（亀岡純一） 大いに期待するところであります。財政については引き続きしっかりと見て

いきたいというふうに思います。

以上で、私の質問を終わります。

○議長（湊俊文） これで、亀岡議員の質問を終わります。以上で、本日の日程は全部終了しまし

た。これをもって会議を閉じます。なお、次の本会議は１２月２０日、議案の審議、採決とな

っておりますので、よろしくお願いいたします。本日は、これで散会いたします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ３時 ５０分 散 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


